
１ 天板高さ変更の方法

No.17デスク③

 仕切板を取り付けているボルトを、

 同梱の六角レンチで外し、

 仕切板を取り外して下さい。

②

 天板の裏面にある取付板のボルトを、

 同梱の六角レンチで外して下さい。
③

 天板を上に持ち上げて、取り外して下さい。⑤

 取付板を取り付けているボルトを、同梱の六角レンチで外し、

 両脚の内面についている棚受けダボは、手で回して取り外して下さい。

 天板を設置する高さに合わせて、

 取付板と棚受けダボを取り付けて下さい。

⑥

４ 分解組立方法

 １ の天板高さ変更の方法１～５を参考に、天板を取り外して下さい。①

組立ては、

 ２ → １ の順番で、１ の天板高さ変更の方法 １ ～ ５ を参考に

 天板を取り付けて下さい。

組立方法

②

後

回転金具

棚板

向板

２ 仕切板の取付けについて

⑦天板・仕切板・引出しの取付けは、

５ → ４ → ３ → ２ → １ の順に、

行って下さい。

 天板の高さは４段階変更できます。

仕切板

仕切板

ボルト

取付板

ボルト

取付板

棚受けダボ

ボルト

取付板

取付板

棚受けダボ

 注意  デスクライトの取付けは、天板を

　　　 完全に固定してから行って下さい。

デスクライト取付位置

お届け時の状態

仕切板

ボルト

 仕切板は、取付穴にナットを合わせてはめ込み、

 ボルトを同梱の六角レンチで固定して下さい。

 天板の高さによって取付けできる位置が異なります。

取付穴

仕切板

１段目 ２段目 ３段目 ４段目

 側面のボルトを、左右とも

 同梱の六角レンチで外して下さい。
④

 左右の引出しを取り外して下さい。①

引出し

４段目

３段目

２段目

１段目

 天板上、または足元の棚に

 取り付ける事ができます。

天板高さ１段目 天板高さ２段目

足元の棚のみに取り付ける事ができます。

分解方法

天板

棚

53.5cm
60cm 66.5cm 73cm

ナット

天板高さ３段目 天板高さ４段目

４段目

３段目

２段目

１段目

53.5cm 60cm

66.5cm 73cm

No.09デスク④

分解組立説明書

コンセント

コンセント付属のボルト

３ 別売りの8000コンセントご購入の方へ
別売りの8000コンセントを取付する

際には、コンセントに付属している

ナットとボルトを使用し、

コンセントを取付位置に合わせ、

同梱の六角レンチで取り付けて下さい。

コンセントは脚元棚の左右中央に

取り付けることができます。

コンセント取付穴

１ 分解組立方法

側板

天板

向板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

１ 引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト４本を外して下さい。

３ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ９ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

２ 別売りの移動袖をご購入の方へ

天板

回転金具

２ 棚板を取り付けているボルト３本を

　 同梱の六角レンチで取り外し、

 　棚板を取り外して下さい。

３ 棚板を裏返して、

　 ２で取り外したボルトで

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

４ １ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出し

前

銀色ボルト

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板をつけ替えて下さい。

１ １ の 分解方法 １～３を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

お届け時の状態

棚板

右側に移動袖を収納可能

丸ナット

棚板

コンセント付属のナット

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

側板

棚板

この机は、左図の様に

天板・側板（2枚）・向板の

４点に分解できます。

完成図

棚板

左側に移動袖を収納可能

内側の穴を使用

ドライバー

No.57デスク④

分解組立説明書

３ 別売りの8000コンセントご購入の方へ

１ 分解組立方法

側板

天板

向板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、

 　天板の内側より＋ドライバーで、

　 銀色ボルト６本を外して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

２ 別売りの移動袖をご購入の方へ

２ 棚板を取り付けているボルト３本を

　 同梱の六角レンチで取り外し、

　 棚板を取り外して下さい。

３ 棚板を裏返しにして、

　 ２で取り外したボルトにて

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

４ １ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出し

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板をつけ替えて下さい。

１ １ の 分解方法 １～３を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

お届け時の状態

棚板

右側に移動袖を収納可能

丸ナット

棚板
側板

棚板

この机は、左図の様に

天板・側板（２枚）・向板の

４点に分解できます。

完成図

棚板

左側に移動袖を収納可能

ドライバー

３ 別売りの8000コンセントご購入の方へ

コンセント

コンセント付属のボルト

別売りの8000コンセントを取付する際には、

コンセントを取付位置に埋め込まれたナットに

合わせ、コンセントに付属のボルトを

同梱の六角レンチで取り付けて下さい。

 説明書　天板の高さを変更する際に必要になりますので、保管して下さい。 ※裏面もあります

コンセント取付位置

ナットが埋め込んである穴

内側の穴を使用
下側にあります 注意

１ 引出しを抜き取って下さい。

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

後

回転金具

天板

銀色ボルト

前

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

向板と棚板に取り付けてある回転金具、８ヶ所を ＋ドライバーで、

反時計まわりに約半回転まわして、

側板（２枚）、棚板、向板の４点に分解して下さい。 側板

・移動する際は右図の様な、天板のみを

  外した状態で運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや回転金具が

　ゆるんでいる場合は、締め直して下さい。

 注意

 注意  ・分解時に側板が倒れない 様注意して下さい。

 組立説明書

１ 座の高さ変更方法 ２ 背の高さ変更方法

DSC-4100②

 このデスクチェアは、座の高さが５段階、背の高さが３段階変更できます。

背についているボルトを同梱されている六角レンチで外し、

変更したい段に合わせて、ボルトを取り付けて下さい。

下段
中段

上段

 注意  ボルトは定期的に締め直し、

       確実に固定されていることを確認して下さい。

座の高さ

３段目

４段目

30cm 34cm 38cm 42cm 46cm

身長の目安 120cm 135cm 150cm 165cm 180cm

座の高さ

１段目 ２段目 ３段目 ４段目 ５段目

下段 上段
座の高さに対して、

最適な背の取付位置
中段

５段目

２段目

１段目

座

背

座受け

ボルト

ナット

Sワッシャー

平ワッシャー

デスクチェアを布団等の柔らかい物を敷いた床に、横向きに寝かせて下さい。

座受けについているボルトとナットを＋ドライバーと

同梱されている六角レンチで外し、変更したい座の高さに合わせて、

座受けをボルトとナットで取り付けて下さい。

 バックパネル組立説明書
１ バックパネル取付方法 ２ 仕切板の取付方法

可動仕切板

No.09バックパネル②

バックパネルはデスク背面の、右側または左側のいずれかに取り付けできます。

同梱の六角レンチとボルトで５ヶ所を固定して下さい。

 注意  ・取付作業は２人以上で確実に行って下さい。

　　　 ・ボルトは定期的に締め直し、確実に固定されていることを確認して下さい。

         ボルトの固定が不完全ですと、落下するおそれがあります。

３ 可動仕切板取り外し方法左側

右側

仕切板バックパネル（Ｗ６０）

バックパネルはデスク背面に、同梱の六角レンチとボルトで

６ヶ所を固定して下さい。

ボルト

ボルト

バックパネル（Ｗ１００）(Ｗ１１０)

１ バックパネル取付方法

No.57バックパネル③

２ 可動仕切板取り外し方法

３ デスクの左側への取付方法

 バックパネル組立説明書

１ ２ の可動仕切板取り外し方法

   を参考に、可動仕切板を

　 取り外して下さい。

２ 側板を取り付けているボルト

　 ２本を、同梱の六角レンチ

　 で外し、側板を取り外して

　 下さい。

３ バックパネルを裏返し、

　 側板を２で外したボルトにて

   取り付けて下さい。

４ デスク背面に、同梱の

   六角レンチとボルトで、

   ３ヶ所を固定して下さい。

５ 可動仕切板を

   取り付けて下さい。

デスク背面に、同梱の六角レンチとボルトで

３ヶ所を固定して下さい。

 注意  ・取付作業は２人以上で確実に行って下さい。

　　　 ・ボルトは定期的に締め直し、

　　　　 確実に固定されていることを確認して下さい。

         ボルトの固定が不完全ですと、落下するおそれがあります。

完成図

完成図

バックパネルは、右図のように

デスク左側でも使用することが

できます。

ボルト

ボルト

左側にバックパネルを取付

側板

可動仕切板

裏板を移動させる事により、

ご使用の本のサイズに合わせて、奥行きを調節できます。

裏板を、上に持ち上げて、取り外して下さい。①
左右の金具を、内側に引っ張って取り外して下さい。②
上図を参考に、金具を設置したい位置に合わせて差し込み、

裏板の溝を金具に合わせて取り付けて下さい。
③

説明書
１ 仕切板の移動方法 ２ 裏板の移動方法

No.1500ランドセルラック①

仕切板

仕切板を手前に引いて、取り外して下さい。①
上下の金具を、内側に引っ張って取り外して下さい。②
金具を設置したい位置に合わせて差し込み、

仕切板の溝を金具に合わせて取り付けて下さい。
③

溝

仕切板

左右の仕切板の取付位置を変更できます。

金具

裏板

溝

裏板

Ｂ５サイズ用

Ａ４サイズ用

大きいサイズ用

前

※中央の仕切板は移動できません

ステップを取り外した状態で

ご使用にならないで下さい。
　　

ステップ

注意

DSC-6200①

No.1500マルチラック①

説明書
１ 仕切板の移動方法
仕切板の取付位置を変更できます。 裏板を移動させる事により、

ご使用の本のサイズに合わせて、奥行きを調節できます。

また、上段は、裏板を前側にも設置することができます。

１ 裏板を、上に持ち上げて、取り外して下さい。

２ 左右の金具を、内側に引っ張って取り外して下さい。

３ 上図を参考に、金具を設置したい位置に合わせて差し込み、

　 裏板の溝を金具に合わせて取り付けて下さい。

２ 裏板の移動方法

金具

裏板

溝金具

仕切板

１ 仕切板を手前に引いて、取り外して下さい。

２ 上下の金具を、内側に引っ張って取り外して下さい。

３ 金具を設置したい位置に合わせて差し込み、

　 仕切板の溝を金具に合わせて取り付けて下さい。

溝

仕切板

0.8

仕切板

取付可能位置

裏板を前側に設置すると

後側からも使用できます。

前

裏板

Ｂ５サイズ用

Ａ４サイズ用

大きいサイズ用

Ｂ５サイズ用

Ａ４サイズ用

大きいサイズ用

上段

下段

前

３ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ７ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

向板

仕切板の設置説明

No.21書棚①

上段

下段

中段

上段と中段で仕切板の取付位置を

変更できます。

１ 仕切板を手前に引いて、

   取り外して下さい。

２ 上下の金具を、

　 内側に引っ張って

   取り外して下さい。

３ 金具を設置したい位置に

　 合わせて差し込み、

　 仕切板の溝を金具に合わせて

   取り付けて下さい。

金具

溝

仕切板

仕切板

取付可能位置

仕切板

後

左側

右側

 ブックスタンド組立説明書
１ ブックスタンド取付方法 ２ 可動仕切板取り外し方法

可動仕切板

 注意  取付金具は定期的に締め直し、確実に

 　　　固定されていることを確認して下さい。

 　　　取付金具の固定が不完全ですと

 　　　転倒や落下のおそれがあります。

 注意  デスクライトの取付けは、

　　　 ブックスタンドをデスクに

　　　 完全に固定してから行って下さい。

デスクライト取付位置

ブックスタンドとデスクは、図の様に取付金具で

２ヶ所確実に固定して下さい。

短ボルト

取付金具

長ボルト

組立説明書
１ 見出し ２ 見出し

No.品名①

組立説明書
１ 見出し

No.88ブックスタンド(W60)①

説明書
１ 自由棚の設置説明 ２ ハンガー掛けの取付位置変更方法

No.1400オープンラック②

金具

自由棚を縦や横に差し込むことによって、

仕切板や棚板として使用することができます。

自由棚

取付可能位置

自由棚

棚板としてご使用の場合仕切板としてご使用の場合

棚受金具を左右の穴に差し込み、

溝を棚受金具に合わせて

差し込んで下さい。

棚受金具を上下の穴に差し込み、

溝を棚受金具に合わせて

差し込んで下さい。

自由棚

棚受金具

溝

自由棚

溝

棚受金具

１ ハンガー掛けを取り付けているボルト２本を

　 同梱の六角レンチにて取り外して下さい。

２ ハンガー掛けを取付位置に合わせて、

　 ボルト２本で固定して下さい。

ハンガー掛けの取付位置を変更できます。

注意 ボルトは定期的に締め直し、

 　　確実に固定されていることを確認して下さい。

 　　ボルトの固定が不完全ですと落下のおそれがあります。

ボルト

ハンガー掛け

取付位置
※ナットが埋め込んである

溝

分解組立説明書

No.32デスク③

３ 別売りの8000コンセントをご購入の方へ

別売りの8000コンセントを

取付する際には、コンセントを

取付位置に埋め込まれた

ナットに合わせ、コンセントに付属の

ボルトを同梱の六角レンチで

取り付けて下さい。

コンセント取付位置

 注意  ・別売りの移動袖をデスクの下に

　　　 　収納してご使用の場合は、

　　　　 移動袖を収納しない側に

　　　　 コンセントを取り付けて下さい。

右側に移動袖を収納する場合、

左側にコンセント取付

左側に移動袖を収納する場合、

右側にコンセント取付

１ 天板拡張方法

ナット
 注意   天板を拡張している時に

　　　　デスクライトを取り付ける場合は、

　　　  拡張天板を完全に

　　　  固定してから行って下さい。

天板を拡張している時

下締めタイプの

デスクライトを

取付けできます。

上締めタイプの

デスクライト

デスクライト取付位置

３ 取付板を天板の下側にある

　 ナットに合わせ、取付板の下側から

　 同梱の六角レンチにて

　 １ で取り外したボルト(長)３本で

　 取り付けて下さい。

天板

ナット

六角レンチ

ボルト(長)

取付板

拡張天板

下

下締めタイプの

デスクライト

２ 分解組立方法

側板
側板

天板

 この机は、左図の様に

 天板・側板（２枚）の

 ３点に分解できます。

ボルト(短)…5㎝

銀色ボルト(長)…7.5cm

分解時に取り外すボルトは３種類です

銀色ボルト(短)…3cm

天板

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の

 　内側より、＋ドライバーにて

　 銀色ボルト(短)８本を

　 取り外して下さい。

ストッパー

引出し

３ 側板の外側より、

　 同梱の六角レンチで

　 ボルト(短)２本を

　 取り外して下さい。

ボルト(短)

六角レンチ

平ワッシャー

Sワッシャー

天板

側板

銀色ボルト(短)

前１本、

中２本、奥１本

組立ては、分解の逆の順番

４ → ３ → ２ → １ で行って下さい。

 注意  ・分解時に側板が倒れない様

       　注意して下さい。

組立方法

４ 側板の下側より、＋ドライバーにて

　 銀色ボルト(長)４本を

 　取り外して下さい。

側板

 注意  ・定期的に点検し、ボルトが

　　　　 ゆるんでいる場合は、

 　　　　締め直して下さい。

銀色ボルト(長)

 注意   天板を拡張していない時に

　　　　下締めタイプのデスクライトを

　　　　取り付ける場合は、

　　　　拡張天板を取り外し、

　　　　取り付けて下さい。

※裏面もあります

拡張天板

拡張天板

２ 拡張天板を左図の様に天板に

　 合わせて下さい。

デスクライト取付位置

天板を拡張していない時

左に下箱を連結

左に下箱を連結

拡張天板有り

右に下箱を連結

右に下箱を連結

拡張天板有り
拡張天板有り

お届け時の状態

取付板の位置はそのまま

取付板の位置はそのまま

取付板を移動させる

取付板を移動させる

下箱

下箱 下箱

下箱

内側の穴を使用

コンセント付属のボルト

ナットが埋め込んである穴

 組立説明書
１ 天板高さ変更の方法

オリジナル16-1②

 仕切板を取り付けているボルトを、

 同梱の六角レンチで外し、

 仕切板を取り外して下さい。

②

 天板の裏面にある取付板の

 ボルトを、同梱の六角レンチで

 外して下さい。

③

 天板を上に持ち上げて、

 取り外して下さい。
⑤

 取付板を取り付けているボルトを、同梱の六角レンチで外し、

 両脚の内面についている棚受けダボは、手で回して取り外して下さい。

 天板を設置する高さに合わせて、取付板と棚受けダボを取り付けて下さい。

⑥

３ 分解組立方法

 １ の天板高さ変更の方法１～５を参考に、天板を取り外して下さい。①

・移動する際は右図の様な、天板のみを

  外した状態で運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや回転金具が

　ゆるんでいる場合は、締め直して下さい。

 注意

組立ては、

 ２ → １ の順番で、１ の天板高さ変更の方法 １ ～ ５ を参考に

 天板を取り付けて下さい。

組立方法

 注意  ・分解時に側板が倒れない様注意して下さい。

②

⑦天板・仕切板・引出しの取付けは、

５ → ４ → ３ → ２ → １ の順に、

行って下さい。

 天板の高さは４段階変更できます。

仕切板

仕切板

取付板

ボルト

取付板

棚受けダボ

取付板

棚受けダボ

 注意  デスクライトの取付けは、天板を

　　　 完全に固定してから行って下さい。

デスクライト取付位置

お届け時の状態

１段目 ２段目 ３段目 ４段目

 側面のボルトを、左右とも

 同梱の六角レンチで外して下さい。
④

 左右の引出しを取り外して下さい。①

引出し

４段目

３段目

２段目

１段目

分解方法

４段目

３段目

２段目

１段目

※裏面もあります

２ 仕切板の取付けについて

仕切板

取付穴

ナット

天板高さ１段目 天板高さ２段目

53.5cm
60cm

 天板上、または足元の棚に

 取り付ける事ができます。

天板高さ３段目 天板高さ４段目

66.5cm 73cm

足元の棚のみに

取り付ける事ができます。

後

 仕切板は、取付穴にナットを合わせてはめ込み、

 ボルトを同梱の六角レンチで固定して下さい。

 天板の高さによって取付けできる位置が異なります。

53.5cm 60cm 66.5cm 73cm

４ 別売りの移動袖をご購入の方へ

丸ナット

棚板

ドライバー

棚板

ボルト

完成図

右側に移動袖を収納可能

　 ３ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

丸ナット

　 棚板を裏返しにして、２で取り外したボルトにて

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

　 棚板を取り付けているボルト３本を

   同梱の六角レンチで取り外し、棚板を取り外して下さい。

　 ３ の 分解方法 １～２を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板をつけ替えて下さい。

お届け時の状態

左側に移動袖を収納可能

棚板

棚板

①

②

③

④

取付板

１ 脚を上図のようにデスク天板に取り付けて下さい。

　 ※書棚側の脚は、後側に取り付けて下さい。

２ 上図のようにデスクと書棚をセットして下さい。

 ※この時、上図の　あたりを上から押すとデスクが倒れて危険です。ジョイントパーツ

   の取付けが完成するまで手をついたり､物を置かないで下さい。

３ ジョイントパーツ大・小を上図のように天板の下からボルト６本で取り付けて完成です。

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

　　　

シール

※取付けが完成する前に

　上から押すとデスクが転倒し危険です

ボルト

ジョイントパーツ大ジョイントパーツ大

ジョイントパーツ小

別売りの№6000ジョイントパーツを使用し、

№6000デスクユニットと連結することができます。

（但し天板サイズ(75)は、連結できません）

書棚

後

※後側に取付

脚

デスク天板

後
デスク天板

脚

オリジナル15-10①

組立説明書
別売りのジョイントパーツご購入の方へ

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

後

棚板

向板

回転金具

向板と棚板に取り付けてある回転金具、９ヶ所を ＋ドライバーで、

反時計まわりに約半回転まわして、

側板（２枚）、棚板、向板の４点に分解して下さい。

オリジナル16-2④

分解組立説明書

３ 別売りの8000コンセントご購入の方へ

１ 分解組立方法

側板

天板

向板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

１ 引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より＋ドライバーで、銀色ボルト

　 ８本を外して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

２ 別売りの移動袖をご購入の方へ

天板

２ 棚板を取り付けている

   ボルト３本を同梱の六角レンチで

   取り外し、棚板を取り外して

　 下さい。

３ 棚板を上下逆にして、

　 ２で取り外したボルトにて

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

４ １ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出し

前

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板をつけ替えて下さい。

１ １ の 分解方法 １～３を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

お届け時の状態

棚板

右側に移動袖を収納可能

丸ナット

棚板
側板

棚板

この机は、左図の様に

天板・側板（2枚）・向板の

４点に分解できます。

完成図

棚板

左側に移動袖を収納可能

ドライバー

前2本、奥2本
銀色ボルト

３ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ９ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

回転金具

向板
天板

オリジナル15-5①

分解組立説明書

１ 分解組立方法

側板

天板

向板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

１ 引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より＋ドライバーで、銀色ボルト

　 ４本を外して下さい。

３ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ６ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

２ 棚板付替方法

天板

回転金具

２ 棚板を取り付けている

   ボルト３本を＋ドライバーで

   取り外し、棚板を取り外して

　 下さい。

３ 棚板を上下逆にして、

　 ２で取り外したボルトにて

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

４ １ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出し

前

銀色ボルト

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板を付け替えて下さい。

１ １ の 分解方法 １～３を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

お届け時の状態

棚板

右側に移動袖を収納可能

丸ナット

棚板

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

側板

棚板

この机は、左図の様に

天板・側板（2枚）・向板の

４点に分解できます。

完成図

棚板

左側に移動袖を収納可能

ドライバー

側板

４ 可動仕切板取り外し方法

可動仕切板

向板

３ ブックスタンド取付方法

この机には、左図の様に

ブックスタンドを

取り付けることができます。

以下の方法で取り付けて下さい。

ブックスタンド

１ ブックスタンドを机の上に

　 設置して下さい。

ブックスタンド

２ デスクの背面に、

　 ブックスタンドに同梱されている

　 ボルト8本を＋ドライバーにて

　 取り付けて下さい。

ボルト

※裏面もあります

デスクライト取付位置

 注意  ・ボルトは定期的に締め直し、確実に固定されていることを

         確認して下さい。ボルトの固定が不完全ですと、

         落下するおそれがあります。

５ デスクライト取付位置

 注意  ・デスクライトの取り付けは、ブックスタンドを机に完全に

　　　　 固定してから行って下さい。

       ・デスクライトを取り付けしない穴にはデスクライト穴隠しを

       　取り付けて下さい。

デスクライト穴隠し

ボルト

可動仕切板

完成図

オリジナル16-5③

分解組立説明書

３ 別売りの8000コンセントご購入の方へ

１ 分解組立方法

側板

天板

向板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より＋ドライバーで、銀色ボルト

　 ４本を外して下さい。

３ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ９ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

２ 別売りの移動袖をご購入の方へ

天板

回転金具

２ 棚板を取り付けているボルト３本を

   同梱の六角レンチで取り外し、

   棚板を取り外して下さい。

３ 棚板を上下逆にして、

　 ２で取り外したボルトにて

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

４ １ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出し

前

銀色ボルト

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板をつけ替えて下さい。

１ １ の 分解方法 １～３を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

お届け時の状態

棚板

右側に移動袖を収納可能

丸ナット

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

側板

棚板

この机は、左図の様に

天板・側板（2枚）・向板の

４点に分解できます。

完成図

棚板

左側に移動袖を収納可能

ドライバー

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

棚板

組立説明書

No.32書棚上箱②

１ 下箱との連結方法 ３ デスクとの取付方法

完成図

２ 可動仕切板取り外し方法

可動仕切板

キャップを外す

＋ドライバーで

反時計まわりに

約半回転締める

上箱は、下図の様にデスクへの取付けが可能です。

デスク

上箱

上箱の後ろに付いているキャップを２ヶ所取り外し、

下図の様に取付金具で２ヶ所、固定して下さい。

短ボルト

取付金具

長ボルト

後

上箱

 注意  取付金具は定期的に締め直し、

       確実に固定されていることを確認して下さい。

 　　　取付金具の固定が不完全ですと

       転倒や落下のおそれがあります。

 注意  天板を拡張している時に上箱を設置する場合は、

　　　 壁などがデスクの背になる様に設置して下さい。

拡張天板

上箱

壁

デスク

拡張天板

１ バックパネル取付方法

可動仕切板

オリジナル17-1②

 注意  ・取付作業は２人以上で確実に行って下さい。

　　　 ・ボルトは定期的に締め直し、確実に固定されていることを確認して下さい。

         ボルトの固定が不完全ですと、落下するおそれがあります。

２ 可動仕切板取り外し方法

左側 右側

同梱のボルト
右側

 バックパネル組立説明書
１ バックパネル取付方法

可動仕切板

オリジナル17-1①

バックパネルはデスク背面の、右側または左側のいずれかに取付けできます。

＋ドライバーにて、同梱のボルトで５ヶ所を固定して下さい。

 注意  ・取付作業は２人以上で確実に行って下さい。

　　　 ・ボルトは定期的に締め直し、確実に固定されていることを確認して下さい。

         ボルトの固定が不完全ですと、落下するおそれがあります。

２ 可動仕切板取り外し方法

左側

右側

同梱のボルト

 バックパネル組立説明書

組立説明書
１ 上台と下台の取付方法

No.8700書棚Ｂ③

＋ドライバーで

約半回転締める

完成図

３ 上台とデスクの取付方法
上台はデスクへの取付けが可能です。

取付金具で２ヶ所固定する場合と、

取り付けるデスクや位置によって

１ヶ所固定する場合があります。

上台

デスク

（取付金具で１ヶ所固定する場合）

可動仕切板

２ 可動仕切板取り外し方法

 注意  ・取付金具は定期的に締め直し、

       　確実に固定されていることを確認して下さい。

 　　　　取付金具の固定が不完全ですと

       　転倒や落下のおそれがあります。

　　　

　　　 ・取付金具で１ヶ所固定する場合、

　　　　 固定が不安定となる場合があります。

 　　　　図の様に、壁など安定したものが

　　　　 背になる様に上台を設置して下さい。

短ボルト

取付金具

長ボルト

短ボルト

取付金具

長ボルト

（取付金具で２ヶ所固定する場合）

上台とデスクは図の様に、

取付金具で２ヶ所固定して下さい。

上台

壁デスク

上台とデスクは図の様に、

取付金具で２ヶ所固定して下さい。

六角レンチ

側板

側板

天板

引出し

天板 前
前2本、奥2本
ボルト

分解組立説明書

後

回転金具

向板

向板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より＋ドライバーで、ボルト

　 8本を外して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

   この机は、左図の様に

   天板・側板（2枚）・向板の

   4点に分解できます。

No.89デスク②

１ 分解組立方法

組立方法

２ 別売りの8000コンセントをご購入の方へ
別売りの8000コンセントを取付する際には、

コンセントを取付位置に埋め込まれた

ナットに合わせ、コンセントに付属のボルトを

同梱の六角レンチで取り付けて下さい。

コンセント取付位置

ナットが埋め込んである穴

内側の穴を使用
下側にあります 注意

ストッパー

 注意  ・分解時に側板が倒れない 様

       　注意して下さい。

３ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ４ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

ドライバー

No.89ブックスタンド①

座の奥行き

前

後

分解組立説明書

No.61デスク①-1

ボルト

付属部品

…ボルト　４本

六角レンチ

…六角レンチ(小)　１本

バックパネル 仕切板

１枚

…連結ボルト　４本
※仕切板に取り付いています

…六角レンチ(大)　１本

２枚

１ バックパネル・仕切板取付方法

バックパネルは連結ボルト４本を使用して六角レンチ(小)にて、取り付けて下さい。

バックパネル取付方法

バックパネルをデスクの左側に取り付ける場合

バックパネルをデスクの右側に取り付ける場合

六角レンチ(小)

連結ボルト

六角レンチ(小)

連結ボルト

バックパネル

連結ボルト取付位置

バックパネル

仕切板を設置したい位置に合わせ、六角レンチ(大)にて取り付けて下さい。

仕切板取付方法

連結ボルト取付位置

ボルト

六角レンチ(大)

バックパネル

２ 分解組立方法

側板

天板
この机は、左図の様に天板・側板(２枚)・

向板・袖・引出の６点に分解できます。

側板
向板

引出し

１ 引出しを抜き取って下さい。

分解方法

ボルト(短)…3㎝

ボルト(長)…9cm

分解時に取り外すボルトは４種類です

銀色ボルト…8.5cm

ボルト(中)…4.5㎝

側板

前

前

 注意

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

天板

回転金具

向板

袖

六角レンチ(小)

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

６ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ６ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

５ 袖と側板を固定している

　 ボルト(短)３本、引出と側板を

 　固定しているボルト(短)２本を

　 六角レンチ(小)にて取り外して

　 下さい。

４ 机を、布団等やわらかいものを

　 敷いた床に寝かせ、側板の下側

　 より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト２本を外して下さい。

側板

組立方法
組立ては、分解の逆の順番

 ７ → ６ → ５ → ４ → ３

 → ２ → １　で行って下さい。

側板

反時計まわりに

約半回転まわす

回転金具

側板

引出

ボルト(短)

銀色ボルト

３ 袖と引出の付替方法

引出 この机は、左図の様に袖と引出を

付け替えることができます。

以下の方法で付け替えて下さい。

袖袖 引出

袖と長引出を付け替えた状態お届け時の状態

天板

ボルト(短)

７ 袖と天板を固定している

 　ボルト(短)４本と、引出と

　 天板を固定している

　 ボルト(短)４本を

　 六角レンチ(小)にて

　 取り外して下さい。

前

ボルト(長)

六角レンチ(小)

引出

袖

４ 分解した向板からボルト(中)２本

　 を六角レンチ(小)にて取り外し、

 　棚板を取り外して下さい。

６ 袖と引出を入れ替えて

　 左図の様に天板に取り付けられ

　 ている根太に、袖と引出の

　 掘り込みを合わせる様にして

　 置いて下さい。

棚板

向板

六角レンチ(小)

左の側板

３ 分解した左の側板の左図の位置に

　 取り付けられている

 　回転金具用ボルト１ヶ所を

　 手で回して取り外し、右の側板に

　 回転金具用ボルトを取り付けて

　 下さい。

回転金具用ボルト
右の側板

袖

引出

No.61デスク①-2

袖の上引出し ２ 袖の上引出しをいっぱいまで

　 手前に引き、ストッパーを

 　矢印の方向に倒しながら、

　 上引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

３ 袖の中引出し・下引出しを

　 いっぱいまで手前に引き、

　 レールの黒いレバーを内側に

　 押しながら、中引出し・

　 下引出しを手前に引き、

　 抜き取って下さい。

黒いレバー

袖の中引出し

袖の下引出し

側板

１ ２ の 分解方法 １～７を参考に

　 デスクを分解して下さい。

２ 分解した袖に取り付けられている

　 回転金具用ボルトを手で回して

　 取り外し、左図の様に反対側に

　 付け替えて下さい。

回転金具用ボルト

回転金具用ボルト

説明は裏面に続きます

回転金具用ボルト
手で回して取り外す

丸ナット

ドライバー

棚板
ボルト(中)

ボルト(中)を取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

５ 棚板を左図の様に移動させ、

　 ４で取り外したボルト(中)で

　 取り付けて下さい。

ボルト(中)

六角レンチ(小) 向板

丸ナット

ボルト(中)

７ ２ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出

袖

天板 根太

根太

天板 根太

天板に取り付けられている根太と

袖と引出の掘り込みを合わせる様にして置く

前

前

袖 引出

完成図

背面

背面

袖

手で回して取り外す

説明は２枚目に続きます

回転金具用ボルト
取り付ける

キャップ
取り付ける

キャップ
取り外す

　 また、袖に取り付けられている

　 キャップを取り外し、左図の様に

　 反対側に付け替えて下さい。

　 また、左の側板の左図の位置に

　 取り付けられている

 　キャップを取り外し、

　 右の側板に取り付けて下さい。

左の側板

右の側板

キャップ
取り外す

キャップ
取り付ける

１ 天板高さ変更の方法

No.78デスク①

３ 分解組立方法

組立ては、２ → １ の順番で、１ の天板高さ変更の方法 １ ～ ６ を参考にして下さい。組立方法

 天板の高さは７段階変更できます。

デスクライト取付位置

お届け時の状態座机として使用

分解方法

 説明書　天板の高さを変更する際に必要になりますので、保管して下さい。

・移動する際は右図の様な、天板のみを

  外した状態で運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトがゆるんでいる場合は、

  締め直して下さい。

 注意

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。
４ デスクの天板を、

　 前にスライドさせながら　

　 天板を上に持ち上げて

   取り外して下さい。

５ デスク側面にある、

　 取付板(前)を固定している

　 ボルト(中)４本を、

　 六角レンチにて取り外して下さい。

　 天板を設置する高さに合わせて、

   取付板(前)を取り付けて下さい。

　

　　　　　

７ 天板・引出しの取付けは、４→３→２→１  の順に、行って下さい。

引出し

ストッパー

ボルト(短)…2.3㎝

使用するボルトは３種類です

２ デスクの側面にある、

　 天板を固定しているボルト(中)

   ２本を、左図の様に、

　 六角レンチにて

   取り外して下さい。

ボルト(中)

ボルト(中)
(天板を固定している)

後

ボルト(中)

ボルト(短)

３ デスクの後面にある

　 天板を固定しているボルト(中)

　 ２本と、取付板(後)を

　 固定しているボルト(短)２本を

   左図の様に、六角レンチにて

   取り外して下さい。

天板

７段目

平机として使用

34cm

天板高さ

６段目５段目４段目３段目２段目１段目

40.5cm 47cm 53.5cm 60cm 66.5cm 73cm 73cm

ボルト(中)…3.5㎝

ボルト(長)…4.5㎝

同梱の六角レンチを使用して

天板の高さを変更します。
六角レンチ

 注意  ・六角レンチは、天板の高さを変える際や

　　　　 ランドセルハンガーを取り付ける際などに

　　　　 必要となりますので大切に保管して下さい。

４段目

３段目

２段目

１段目

５段目

６段目

７段目 取付板(前)

ボルト(中)

２ ランドセルハンガー取付方法

平机として使用座机として使用

天板高さ １段目 天板高さ ２・３・４段目 天板高さ ５段目 天板高さ ６段目 天板高さ ７段目

ボルト(中)

ボルト(長)

向板
(１段下げる)

脚元棚
(お届け時の高さ)

脚元棚
(お届け時の高さ)

向板
(お届け時の高さ)

ボルト(中)

向板
(１段上げる)

脚元棚
(１段上げる)

ボルト(中)

脚元棚
(２段上げる)

向板
(２段上げる)

脚元棚
(３段上げる)

向板
(３段上げる)

ボルト(中)
ボルト(中)

脚元棚
(お届け時の高さ)

向板
(お届け時の高さ)

６ 向板、脚元棚の高さを、天板を設置する高さに合わせて変更して下さい。

　 下図の表を参考に、ボルト(中)６本と、ボルト(長)６本を六角レンチにて取り外し、高さを変更して下さい。

お届け時の状態座卓として使用

７段目

平机として使用

34cm

天板高さ

向板高さ

６段目５段目４段目３段目２段目１段目

40.5cm 47cm 53.5cm 60cm 66.5cm 73cm 73cm

脚元棚高さ

向板

脚元棚

１段上げる ２段上げる ３段上げる

１段下げる １段上げる ２段上げる ３段上げるお届け時の高さ
お届け時の高さお届け時の高さ お届け時の高さ

お届け時の高さ お届け時の高さ
お届け時の高さ

お届け時の高さ
お届け時の高さ

 注意  ・分解時に側板が倒れない 様注意して下さい。
側板

 １ の天板高さ変更の方法１～４を参考に、天板を取り外して下さい。①

② １ の天板高さ変更の方法６を参考に、向板と脚元棚を取り外して下さい。

 注意  デスクライトの取付けは、天板を

　　　 完全に固定してから行って下さい。

   脚元棚の前側のボルトを取り付ける際に、

　 うまく取付られない場合は、

　 ドライバー等で丸ナットの穴方向を調整して下さい。丸ナット
(脚元棚の下側にあります)

ドライバー

平机として使用座卓として使用

天板

天板

向板

天板

向板

ランドセルハンガーはお好みの取付位置に合わせ、六角レンチにて、

同梱のボルトとナットで、下図を参考に取り付けて下さい。

ボルト

ナット

ランドセルハンガー

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

ボルト(中)

ボルト(長)

ボルト(長)

ボルト(長)

ボルト(長)

ボルト(長)

天板

説明は裏面に続きます

天板を前にスライドさせる

天板を上に持ち上げる

天板

取付板(後)

３ 分解組立方法

組立ては、２→１  の順番で、「１ 天板高さ変更の方法」 １ ～ ６ を参考にして下さい。組立方法

デスクライト取付位置

分解方法

・移動する際は右図の様な、天板のみを

  外した状態で運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトがゆるんでいる場合は、

  締め直して下さい。

 注意

７ 天板・引出しの取付けは、４→３→２→１  の順に、行って下さい。

２ ランドセルハンガー取付方法

平机として使用座机として使用

天板高さ １段目 天板高さ ２・３・４段目 天板高さ ５段目 天板高さ ６段目 天板高さ ７段目

ボルト(中)

ボルト(長)

向板
(１段下げる)

脚元棚
(お届け時の高さ)

脚元棚
(お届け時の高さ)

向板
(お届け時の高さ)

ボルト(中)

向板
(１段上げる)

脚元棚
(１段上げる)

ボルト(中)

脚元棚
(２段上げる)

向板
(２段上げる)

脚元棚
(３段上げる)

向板
(３段上げる)

ボルト(中)
ボルト(中)

脚元棚
(お届け時の高さ)

向板
(お届け時の高さ)

６ 向板、脚元棚の高さを、天板を設置する高さに合わせて変更して下さい。

　 下図の表を参考に、ボルト(中)６本と、ボルト(長)６本を六角レンチにて取り外し、高さを変更して下さい。

 注意  ・分解時に側板が倒れない様注意して下さい。 側板

 「１ 天板高さ変更の方法」１～４を参考に、天板を取り外して下さい。①

② 「１ 天板高さ変更の方法」６を参考に、向板と脚元棚を取り外して下さい。

 注意  デスクライトの取付けは、天板を

　　　 完全に固定してから行って下さい。

   脚元棚の前側のボルトを取り付ける際に、

　 うまく取付られない場合は、

　 ドライバー等で丸ナットの穴方向を調整して下さい。丸ナット

(脚元棚の下側にあります)

ドライバー

ランドセルハンガーはお好みの取付位置に合わせ、六角レンチにて、

同梱のボルトとナットで、下図を参考に取り付けて下さい。

ボルト

ナット

ランドセルハンガー

六角レンチ

ボルト(中)

ボルト(長)

ボルト(長)

ボルト(長)

ボルト(長)

ボルト(長)

分解組立説明書

   この机は、左図の様に

   天板・側板（2枚）・向板・足元棚の

   5点に分解できます。

１ 分解組立方法

３ 別売りの8000コンセントをご購入の方へ

２ 別売りの移動袖をご購入の方へ

２ 棚板を取り付けている

   ボルト３本を同梱の

　 六角レンチで取り外し、

　 棚板を取り外して下さい。

３ 棚板を裏返しにして、

　 ２で取り外したボルトにて

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

４ １ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

１ １ の 分解方法 １～３を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

完成図

左側に移動袖を収納可能

丸ナット

ドライバー

お届け時の状態

棚板

右側に移動袖を収納可能

棚板

側板 側板

天板

向板

足元棚

分解方法

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より＋ドライバーで、銀色ボルト

　 ８本を外して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

ストッパー

棚板

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板をつけ替えて下さい。

天板
前

銀色ボルト

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

後

棚板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

向板

足元棚

３ 足元棚と向板に取り付けてある

   回転金具９ヶ所を＋ドライバーで

   反時計まわりに約半回転まわして

   下さい。

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

回転金具

１ 取手の取付方法

No.78ワゴン①

２ 縦置きへの変更方法

 組立説明書

１ 仕切板を

　 取り外して下さい。

２ 取手を図の様に

　 同梱の六角レンチにて

　 取り外して下さい。

ワゴンは図の様に縦置きにしても使用することができます。

完成図

３ キャスター部を

　 図の様に六角レンチにて

　 取り外して下さい。

１ 仕切板を取り外して下さい。

２ 取手を図の様に

　 同梱の六角レンチにて

   取り付けて下さい。

５ 取手を図の様に

　 六角レンチにて

　 取り付けて下さい。

左側収納 右側収納

３ 仕切板を取り付けて完成です。

６ 仕切板を取り付けて完成です。

仕切板

ボルト
取手

六角レンチ

仕切板

六角レンチ

取手 ボルト

キャスター部

ボルト

六角レンチ

ナットが埋めてある穴

※内側にする

斜めに削ってある部分

※外側にする

仕切板

仕切板

キャスター部

取手

ボルト

六角レンチ

ボルト

六角レンチ

４ ワゴン側面に、

　 キャスター部を

　 図の様に六角レンチにて

   取り付けて下さい。

 ※ 完成図 の

   左側収納 の場合は、

　 図の通り取り付けて下さい。

　 右側収納 の場合は、

   図と反対側のワゴン側面に、

　 キャスター部を

   取り付けて下さい。

内側

ワゴン側面

完成図

ワゴンは下図の様に縦方向にしても使用することができます。  ※別売りのNo.70デスクの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下に収納する場合は、

                                                            右図の様に、デスク天板高さは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60ｃｍ（5段目）以上にして下さい。 天板高さ

60cm

(５段目)
No.70デスク

ワゴン

ワゴン

ワゴン

ワゴン

No.78デスク 配送用①

お届け時の状態
天板２段目

40.5cm

75cm

天板４段目

53.5cm
81cm

天板高さ変更後

ボルト(短)…2.3㎝

使用するボルトは２種類です

ボルト(中)…3.5㎝

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

引出し

ストッパー

２ デスクの側面にある、

　 天板を固定しているボルト(中)

   ２本を、左図の様に、

　 六角レンチにて

   取り外して下さい。

ボルト(中)

ボルト(中)
(天板を固定している)

天板

六角レンチ

天板

４ デスクの天板を、

　 前にスライドさせながら　

　 天板を上に持ち上げて

   取り外して下さい。

５ デスク側面にある、

　 取付板(前)を固定している

　 ボルト(中)４本を、

　 六角レンチにて取り外して下さい。

　 取付板(前)を左図の様に、

   天板４段目の位置に

   取り付けて下さい。

　

　　　　　

後

ボルト(中)

ボルト(短)

天板４段目

取付板(前)

ボルト(中)

天板

天板

向板

天板

向板

六角レンチ

六角レンチ

天板を前にスライドさせる

天板を上に持ち上げる

天板

取付板(後)

ボルト(中)

向板
(１段上げる)

７ 天板・引出しの取付けは、４→３→２→１

   の順に、行って下さい。

３ デスクの後面にある

　 天板を固定しているボルト(中)

　 ２本と、取付板(後)を

　 固定しているボルト(短)２本を

   左図の様に、六角レンチにて

   取り外して下さい。

天板２段目

同梱の六角レンチを使用して

天板の高さを変更します。
六角レンチ

６ デスク側面にある、

　 向板を固定している

　 ボルト(中)６本を、

　 六角レンチにて取り外して下さい。

　 向板を左図の様に、

   一段上げて取り付けて下さい。

　

　　　　　

 天板高さ変更 説明書　

後

完成図

六角レンチ

同梱のボルト

後

六角レンチ

後

六角レンチ

同梱のボルト

１ デスクに付属の六角レンチ

　 を使用し、バックパネル後面より

 　ボルトを外し、バックパネルと

　 継ぎを分解して下さい。

バックパネル

継ぎ
六角レンチ

ボルト

後

六角レンチ

ボルト

天板

継ぎ

ボルト

バックパネル天板

継ぎ
後

六角レンチ

No.38デスク①

分解組立説明書

１ 分解組立方法

この机は、左図の様に

天板・脚（2本）・向板・継ぎ

引出しの6点に分解できます。

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、

　 引出しの内側より3本、机の後面

　 より1本、ボルト（中）を

　 付属の六角レンチで外して下い。

引出し

ストッパー

天板

脚

継ぎ

引出し

脚

３ 脚を取り付けているボルト（長）

　 4本、ボルト（短）8本、継ぎを

　 取付けているボルト（長）8本を

　 付属の六角レンチで外して下さい。

　

※裏面もあります

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

ボルト（長）

六角レンチ

ボルト（長）

ボルト（短）

ワッシャー

５ 向板と継ぎに取り付けてある

　 回転金具8ヶ所を付属の六角レンチ

　 で、反時計まわりに約半回転まわし

　 て、脚（2本）、向板、継ぎの4点

　 に分解して下さい。

 注意  分解時に脚、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

回転金具

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

組立ては、分解の逆の順番

５ → ４ → ３ → ２ → １ で行って

下さい。

組立方法

２ 引出しの付替方法

引出しを付け替えた状態お届け時の状態

この机は、下図の様に引出しを

付け替えることができます。

以下の方法で付け替えて下さい。

１ １ の 分解方法 １～２を参考に

　 引出しを分解して下さい。

２ 分解した引出しと向板に取り付け

　 られているキャップを外して下さ

　 い。

３ 引出しを左側に移動させ、

　 １ の 組立方法 を参考に、

   引出しを組み立てて、

　 キャップを取り付けて下さい。

　

No.38バックパネル①

バックパネル取付方法

組立説明書

完成図

２ 天板下面に付属の六角レンチを

 　使用し、同梱のボルト3本で

　 継ぎを取り付けて下さい。

３ 天板と継ぎの穴に合わせて

　 付属の六角レンチを使用し、

　  1 で外したボルトと付属の

 　ボルトの計6本で取り付けて

　 下さい。

使用ボルト一覧

…ボルト（長）

…ボルト（中）

…ボルト（短）

向板

ボルト（中）

六角レンチ

脚脚

４ 向板後面の回転金具2個を付属の

　 六角レンチで反時計まわりに

　 約半回転まわして、天板、脚部の

 　2点に分解して下さい。

　

継ぎ

脚

脚向板

継ぎ

 注意  ・取付作業は２人以上で確実に行って下さい。

　　　 ・ボルトは定期的に締め直し、確実に固定されていることを確認して下さい。

         ボルトの固定が不完全ですと、落下するおそれがあります。

ボルト（長）

ボルト（短）

ワッシャー

キャップ

引出し

キャップ

向板

向板

引出し

回転金具

向板

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

８ 下図の様に棚板の下側に、書棚に同梱されているボルト３本を使用し、

　 ＋ドライバーでジョイントパーツを取り付けて下さい。

 注意  天板を拡張していないデスクと連結する場合と

　 　　天板を拡張しているデスクと連結する場合で、ジョイントパーツの

　　　 向きと取付位置が変わります。よく確認しながら取り付けてください。

天板を拡張していないデスクと連結する場合

書棚に同梱されている

ボルト

天板

ジョイントパーツ

天板を拡張しているデスクと連結する場合

拡張天板

天板

 注意  ・定期的に点検し、ボルトがゆるんでいる場合は締め直して下さい。

棚板 棚板

書棚に同梱されている

ボルト

狭い

※穴のピッチが狭い方が前

書棚に同梱されている

ジョイントパーツ

一番奥のナットを使用する

広い

※穴のピッチが広い方が前

書棚に同梱されている

ジョイントパーツ

書棚に同梱されている

ボルト

９ デスクを起こし、 ８ で取り付けたジョイントパーツの上にデスクを乗せて、

　 書棚に同梱されているボルト３本を使用し、＋ドライバーで連結して下さい。

天板を拡張していないデスクと連結する場合 天板を拡張しているデスクと連結する場合

 注意  天板を拡張していないデスクと連結する場合と

　 　　天板を拡張しているデスクと連結する場合で、天板の下側にあるナットの

　　　 使用位置が変わります。よく確認しながら取り付けてください。

ジョイントパーツ

書棚に同梱されている

ボルト

一番奥のナットは使用しない

No.32書棚下箱②-1

 説明書

 注意  ・分解時に側板が倒れない 様

       　注意して下さい。

４ 側板の下側より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト(長)２本を

 　取り外して下さい。
銀色ボルト(長)

側板

説明は裏面に続きます

１ No.32デスクの左側に書棚を連結する方法

左の側板

No.32デスク

書棚完成図

※後側に取付

２ デスクを、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側より

　 ＋ドライバーで銀色ボルト(短)４本を

　 取り外して下さい。

天板

ボルト(短)

平ワッシャー

Sワッシャー

六角レンチ

側板

３ 側板の外側より、ボルト(短)１本を

　 No.32デスクに同梱の六角レンチで

　 取り外して下さい。

前1本、中2本、奥1本
銀色ボルト(短)

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

引出し

向板

銀色ボルト(短)

側板

向板

天板

キャップ拡張天板

銀色ボルト(長)
拡張天板

向板

５ 向板の外側に付いている

　 キャップを外して下さい。

６ 側板を、向板と拡張天板の間に

　 付け替え、側板の下側より、

 　＋ドライバーで銀色ボルト(長)２本を

　 取り付けて下さい。

７ 向板の内側より＋ドライバーで

　 銀色ボルト(短)１本を

　 取り付けて下さい。

２ No.32デスクの右側に書棚を連結する方法

右の側板
※後側に取付

No.32デスク

書棚

六角レンチ

ボルト(長)

後

拡張天板
取付板

１ デスクの後側にある取付板より

　 No.32デスクに同梱の六角レンチで

　 拡張天板を固定している

　 ボルト(長)３本を取り外して下さい。

２ 六角レンチで拡張天板の取付板を

　 固定しているボルト(長)２本を取り外し、

 　左図の様に取付板をナットに合わせ、

　 ボルト(長)２本で取り付けて下さい。

六角レンチ ボルト(長)

取付板

拡張天板
ナット

３ 天板を拡張しない場合は左上図、

　 天板を拡張する場合は左下図の様に

　 六角レンチでボルト(長)３本を使用し、

 　拡張天板をデスクに取り付けて下さい。

　

天板を拡張しない場合

天板を拡張する場合

六角レンチ

ボルト(長)

拡張天板

取付板

六角レンチ

ボルト(長)

拡張天板

取付板

４ 「 １ No.32デスクの左側に書棚を

　 連結する方法」の １ ～ ９ を

 　参考にし、右の側板をデスクの後側に

　 取り付けて、書棚と連結して下さい。　 　

右の側板
※後側に取付

No.32書棚下箱②-2

４ 可動仕切板取り外し方法

可動仕切板

５ デスクライト取付位置

デスクライト取付位置

下図の位置にデスクライトを取り付けることができます。

３ 引出しの抜き取り方法
引出しの上にあるストッパーを矢印方向に倒しながら、

引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

引出し

完成図

 注意  ・使用しないボルトやキャップは、

　　　　 大切に保管しておいて下さい。

※裏面もあります

 注意  ・作業は2人以上で確実に行って下さい。

 注意  ・作業は2人以上で確実に行って下さい。

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ六角レンチ

六角レンチ

分解組立説明書

オリジナル18-1①-1

ボルト

付属部品

…ボルト　４本

六角レンチ

…六角レンチ(小)　１本

バックパネル 仕切板

１枚

…連結ボルト　４本
※仕切板に取り付いています

…六角レンチ(大)　１本

２枚

１ バックパネル・仕切板取付方法

バックパネルは連結ボルト４本を使用して六角レンチ(小)にて、取り付けて下さい。

バックパネル取付方法

バックパネルをデスクの左側に取り付ける場合

バックパネルをデスクの右側に取り付ける場合

六角レンチ(小)

連結ボルト

六角レンチ(小)

連結ボルト

バックパネル

連結ボルト取付位置

バックパネル

仕切板を設置したい位置に合わせ、六角レンチ(大)にて取り付けて下さい。

仕切板取付方法

連結ボルト取付位置

ボルト

六角レンチ(大)

バックパネル

２ 分解組立方法

側板

天板
この机は、左図の様に天板・側板(２枚)・

向板・袖・引出の６点に分解できます。

側板

向板

引出し

１ 引出しを抜き取って下さい。

分解方法

ボルト(短)…3㎝

ボルト(長)…9cm

分解時に取り外すボルトは４種類です

銀色ボルト…8.5cm

ボルト(中)…4.5㎝

側板

前

前

 注意

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

天板

回転金具

向板

袖

六角レンチ(小)

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

６ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ６ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

５ 袖と側板を固定している

　 ボルト(短)３本、引出と側板を

 　固定しているボルト(短)２本を

　 六角レンチ(小)にて取り外して

　 下さい。

４ 机を、布団等やわらかいものを

　 敷いた床に寝かせ、側板の下側

　 より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト２本を外して下さい。

側板

組立方法
組立ては、分解の逆の順番

 ７ → ６ → ５ → ４ → ３

 → ２ → １　で行って下さい。

側板

反時計まわりに

約半回転まわす

回転金具

側板

引出

ボルト(短)

銀色ボルト

３ 袖と引出の付替方法

引出 この机は、左図の様に袖と引出を

付け替えることができます。

以下の方法で付け替えて下さい。

袖袖 引出

袖と長引出を付け替えた状態お届け時の状態

天板

ボルト(短)

７ 袖と天板を固定している

 　ボルト(短)４本と、引出と

　 天板を固定している

　 ボルト(短)４本を

　 六角レンチ(小)にて

　 取り外して下さい。

前

ボルト(長)

六角レンチ(小)

引出

袖

４ 分解した向板からボルト(中)２本

　 を六角レンチ(小)にて取り外し、

 　棚板を取り外して下さい。

６ 袖と引出を入れ替えて

　 左図の様に天板に取り付けられ

　 ている根太に、袖と引出の

　 掘り込みを合わせる様にして

　 置いて下さい。

棚板

向板

六角レンチ(小)

左の側板

３ 分解した左の側板の左図の位置に

　 取り付けられている

 　回転金具用ボルト１ヶ所を

　 手で回して取り外し、右の側板に

　 回転金具用ボルトを取り付けて

　 下さい。

回転金具用ボルト
右の側板

袖

引出

オリジナル18-1①-2

袖の上引出し ２ 袖の上引出しをいっぱいまで

　 手前に引き、ストッパーを

 　矢印の方向に倒しながら、

　 上引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

３ 袖の中引出し・下引出しを

　 いっぱいまで手前に引き、

　 レールの黒いレバーを内側に

　 押しながら、中引出し・

　 下引出しを手前に引き、

　 抜き取って下さい。

黒いレバー

袖の中引出し

袖の下引出し

側板

１ ２ の 分解方法 １～７を参考に

　 デスクを分解して下さい。

２ 分解した袖に取り付けられている

　 回転金具用ボルトを手で回して

　 取り外し、左図の様に反対側に

　 付け替えて下さい。

回転金具用ボルト

回転金具用ボルト

説明は裏面に続きます

回転金具用ボルト
手で回して取り外す

丸ナット

ドライバー

棚板
ボルト(中)

ボルト(中)を取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

５ 棚板を左図の様に移動させ、

　 ４で取り外したボルト(中)で

　 取り付けて下さい。

ボルト(中)

六角レンチ(小) 向板

丸ナット

ボルト(中)

７ ２ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出

袖

天板 根太

根太

天板 根太

天板に取り付けられている根太と

袖と引出の掘り込みを合わせる様にして置く

前

前

袖 引出

完成図

背面

背面

袖

手で回して取り外す

説明は２枚目に続きます

回転金具用ボルト
取り付ける

キャップ
取り付ける

キャップ
取り外す

　 また、袖に取り付けられている

　 キャップを取り外し、左図の様に

　 反対側に付け替えて下さい。

　 また、左の側板の左図の位置に

　 取り付けられている

 　キャップを取り外し、

　 右の側板に取り付けて下さい。

左の側板

右の側板

キャップ
取り外す

キャップ
取り付ける

座の奥行き位置：前

２ 背の高さ変更方法１ 座の高さ変更方法
デスクチェアを布団等の柔らかいものを敷いた床に横向きに寝かせて下さい。

座受けについているボルトとナットを＋ドライバーと同梱されている六角レンチで外し、

変更したい座の高さに合わせて、座受けをボルトとナットで取り付けて下さい。

ドライバー

平ワッシャー

Sワッシャー

 注意  ボルトは定期的に締め直し、

       確実に固定されていることを確認して下さい。

六角レンチ

ボルト

ナット

座受けの下側についているボルトを同梱されている六角レンチで外し、変更したい位置に

座の下側に埋め込まれているナットを合わせ、ボルトを取り付けて下さい。

背についているボルトを同梱されている六角レンチで外し、変更したい段に

背の後側に埋め込まれているナットを合わせ、ボルトを取り付けて下さい。

３ 座の奥行き変更方法

座受け

座の高さ

２段目

５段目

４段目

３段目

１段目

６段目

背

ナット

座

ボルト

ボルト

ナット

座の奥行き位置：後

後 下段

座

中段 上段

このデスクチェアは、座の高さが６段階、座の奥行きが２段階、背の高さが３段階変更できます。(背は上下反転させて取り付ける事が可能です)

組立説明書

座の高さに対して

最適な背の取付位置

身長の目安

22cm

１段目

座の高さ

座の奥行き位置

背

26cm

２段目

105cm

後

90cm

座

下段

４段目

34cm

３段目

30cm

中段

120cm

上段

前

５段目

38cm

135cm 150cm

６段目

42cm

上段

（背：上下反転）

165cm

ナット

上段

（背：上下反転）

DSC-7800M①

ボルト

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

２ 別売りの8000コンセントをご購入の方へ

別売りの8000コンセントを取付する際には、

コンセントを取付位置に埋め込まれたナットに

合わせ、コンセントに付属のボルトを

同梱の六角レンチで取り付けて下さい。

１ 分解組立方法

 この机は、左図の様に

 天板・脚（２本）の

 ３点に分解できます。

銀色ボルト(長)…8.5cm

分解時に取り外すボルトは２種類です

銀色ボルト(短)…3cm

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の

 　内側より、＋ドライバーにて

　 銀色ボルト(短)４本を

　 取り外して下さい。

４ 向板に取り付けてある回転金具４ヶ所を

　 ＋ドライバーで反時計まわりに

　 約半回転まわして、天板、脚部の

 　３点に分解して下さい。

天板

脚
脚

ストッパー

天板

銀色ボルト(短)

３ 脚の下側より、＋ドライバーにて

　 銀色ボルト(長)４本を

 　取り外して下さい。

銀色ボルト(長)

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

向板

回転金具

コンセント取付位置

コンセント

コンセント付属のボルト

内側の穴を使用

ナットが埋め込んである穴

下側にあります 注意

六角レンチ

分解組立説明書

引出し

前

脚

組立ては、分解の逆の順番

 ４ → ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法
・分解時に脚が倒れない様注意して下さい。

・定期的に点検し、ボルトや回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

No.28デスク②

平ワッシャー

Sワッシャー

平ワッシャー

Sワッシャー

六角レンチ

六角レンチ

 注意  天板を拡張している時にブックスタンドを設置する場合は、

　　　 壁などがデスクの背になる様に設置して下さい。

ブックスタンド

壁

デスク

拡張天板

拡張天板 ナット拡張天板

この机は、左図の様に

拡張天板を使用し、

天板を拡張することができます。

以下の方法で天板を拡張して下さい。

六角レンチ

ボルト(長)

１ 机の後側にある取付板より

　 同梱の六角レンチで

 　拡張天板を固定している

　 ボルト(長)３本を

　 取り外して下さい。

取付板

後

お届け時の状態

奥行 52cm

奥行 65cm
 注意  定期的に点検し、

 　　　ボルトがゆるんでいる場合は、

　　　 締め直して下さい。
ボルト(長)…5.5㎝

天板を拡張する時に

使用するボルトは１種類です

拡張天板

拡張天板

取付板

側板

側板

天板

天板 前

分解組立説明書

後

向板

 注意

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より＋ドライバーで、銀色ボルト

　 （短）４本を外して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ４ → ３ → ２ → １ で行って下さい。

   この机は、左図の様に

   天板・側板（２枚）・向板の

   ４点に分解できます。

No.48デスク①

１ 分解組立方法

組立方法

２ 別売りの8000コンセントをご購入の方へ
別売りの8000コンセントを取付する際には、

コンセントを取付位置に埋め込まれた

ナットに合わせ、＋ドライバーにて、

コンセントに同梱してあるボルトで

取り付けて下さい。

コンセント取付位置

 注意  ・分解時に側板が倒れない 様

       　注意して下さい。

４ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ４ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

１ 引出しを抜き取って下さい。

・移動する際は絶対に右図の様に、天板のみを

　分解して運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや回転金具が

　ゆるんでいる場合は、締め直して下さい。

引出し

銀色ボルト（短）

天板 前

銀色ボルト（長）

３ 側板の下側より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト(長)４本を取り外して

　 下さい。

回転金具

向板

側板側板

天板

コンセント付属のボルト

ナットが埋め込んである穴

側板
側板

天板

天板
前

分解組立説明書

 注意

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、

　 天板の内側より、＋ドライバーで、

　 銀色ボルト(短)４本を取り外して

　 下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ４ → ３ → ２ → １ で行って下さい。

この机は、左図の様に

天板・側板（２枚）の

３点に分解できます。

オリジナル18-2①

１ 分解組立方法

組立方法

２ コンセント取付方法

付属のコンセントを取付する際には、

コンセントを取付位置に埋め込まれた

ナットに合わせ、六角レンチにて、

同梱のボルトで取り付けて下さい。

コンセント取付位置

 注意  ・分解時に側板が倒れない 様

       　注意して下さい。

４ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ４ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板の３点に

   分解して下さい。

・定期的に点検し、ボルトや回転金具が

　ゆるんでいる場合は、締め直して下さい。

銀色ボルト（短）

天板 前

銀色ボルト（長）

３ 側板の下側より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト(長)４本を取り外して

　 下さい。

ナットが埋め込んである穴

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

引出し

銀色ボルト(長)…8.5cm

分解時に取り外すボルトは２種類です

銀色ボルト(短)…3cm

側板

反時計まわりに

約半回転まわす

回転金具

回転金具

側板
側板

天板

銀色ボルト(長)…7.5cm

分解時に取り外すボルトは２種類です

銀色ボルト(短)…3cm

ボルト

コンセント

側板

六角レンチ

 ブックスタンド組立説明書
１ ブックスタンド取付方法

 注意  取付金具は定期的に締め直し、確実に

 　　　固定されていることを確認して下さい。

 　　　取付金具の固定が不完全ですと

 　　　転倒や落下のおそれがあります。

ブックスタンドはデスクの右側または左側のいずれかに取り付けできます。

デスクに同梱の六角レンチにて、同梱のボルトと取付金具で下図の様に

２ヶ所確実に固定して下さい。

ボルト

取付金具

オリジナル18-3①

右側

左側

２ コンセント取付方法

オリジナル18-3①

１ ブックスタンド取付方法

 ブックスタンド組立説明書

ブックスタンドはデスクの右側または左側のいずれかに取り付けできます。

同梱の六角レンチとボルトと取付金具を使用し、下図の様に２ヶ所確実に固定して下さい。

右側

デスクの天板の

下面のナット

後

ブックスタンド

デスクの天板

ボルト

六角レンチ

六角レンチ

２ 棚板高さ変更方法
棚板の高さは３段階変更できます。

向板

１　取付金具をブックスタンド・

　　デスク後側にあるナットに

　　合わせて、同梱のボルトと

　　デスクに同梱の六角レンチにて

　　取り付けて下さい。

 注意  取付金具は定期的に締め直し、

 　　　確実に固定されていることを

　　　 確認して下さい。

 　　　取付金具の固定が不完全ですと

 　　　転倒や落下のおそれがあります。

お届け時の状態

棚板高さ

３段目２段目１段目

26cm 30cm 34cm

１ 棚板を取り付けているボルト(長)２本、

　 ボルト(短)２本を六角レンチにて

　 取り外して下さい。

六角レンチ

ボルト(長)

ボルト(短)

ボルト(短)…2㎝

使用するボルトは２種類です

ボルト(長)…4㎝

側面

３ デスクに付属のコンセントの取付方法

デスクに付属のコンセントは

ブックスタンドの側面に

取り付けることができます。

コンセントを取り付ける際には、

取付位置のキャップを取り外し、

コンセントをナットに合わせ、

六角レンチにて取り付けて下さい。

コンセント取付位置

ナットが

埋め込んである穴

コンセント

ボルト

六角レンチ

キャップを取り外す

 注意  ・取り外したキャップは、

　　　　 大切に保管しておいて下さい。

棚板

ボルト(短)

六角レンチ

棚板

向板

３ 棚板の後側にある突起部を

　 設置する高さに合わせて差し込み、

　 側面よりボルト(長)２本、

　 後面よりボルト(短)２本で固定して

 　下さい。

２ 棚板を手前に引き、取り外して下さい。

六角レンチ

ボルト(長)

ボルト(短)

側面
棚板

向板

棚板

説明は裏面に続きます
・右図の様に、棚板を

　分解した状態で

　ご使用にならないで下さい。

 注意

取付金具

後

突起部

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

ボルト

六角レンチ

ボルト

六角レンチ

ボルト

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

１ 仕切板の移動方法
仕切板の取付位置を変更できます。

No.9000マルチラック①

金具

１ 仕切板を手前に引いて、取り外して

　 下さい。

２ 上下の金具を、内側に引っ張って

 　取り外して下さい。

３ 金具を設置したい位置に合わせて

　 差し込み、仕切板の溝を金具に

　 合わせて取り付けて下さい。

溝

仕切板

２ 引出しの抜き取り方法
引出しの上にあるストッパーを矢印方向に倒しながら、

引出しを抜き取って下さい。

※中央の仕切板は移動できません

仕切板

取付可能位置

仕切板

引出し

ストッパー

説明書

３ 引出しの抜き取り方法

フラップ扉は、ゆっくり開閉する構造になっていますが安全のために手をそえて

静かに開け閉めして下さい。

※ソフトオープン・クローズ機構は機構上、途中で止まる場合もありますが、

故障ではありません。

※フラップ扉にのらないで下さい。

商品の破損や転倒の原因になりケガをすることがあります。

２ フラップ扉について

引出しの上にあるストッパーを矢印方向に

倒しながら、引出しを抜き取って下さい。

No.90デスク①
No.09デスク②

分解組立説明書

コンセント

ボルト

３ 別売りの8000コンセントご購入の方へ

別売りの8000コンセントを取付する

際には、コンセントに付属している

ナットとボルトを使用し、

コンセントを取付位置に合わせ、

＋ドライバーで取り付けて下さい。

コンセント取付穴

１ 分解組立方法

側板

天板

向板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

１ 引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト４本を外して下さい。

３ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ９ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

２ 別売りの移動袖をご購入の方へ

天板

回転金具

２ 棚板を取り付けているボルト３本を

　 同梱の六角レンチで取り外し、

 　棚板を取り外して下さい。

３ 棚板を裏返して、

　 ２で取り外したボルトで

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

４ １ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出し

前

銀色ボルト

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板をつけ替えて下さい。

１ １ の 分解方法 １～３を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

お届け時の状態

棚板

右側に移動袖を収納可能

丸ナット

棚板

ナット

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

側板

棚板

この机は、左図の様に

天板・側板（2枚）・向板の

４点に分解できます。

完成図

棚板

左側に移動袖を収納可能

内側の穴を使用

ドライバー

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

デスクライト

小ネジ

説明書
１ 引出しの抜き取り方法
引出しの上にあるストッパーを矢印方向に倒しながら、

引出しを抜き取って下さい。

デスクライトZM-015Wを取付する際には、デスク本体に同梱の

小ネジを使用し、デスクライトを取付位置に合わせ、

＋ドライバーで取り付けて下さい。

２ デスクライトZM-015Wご購入の方へ

４ 転倒防止金具の取り付け方法
デスクを壁面に置き、側板上面の両サイドに転倒防止金具に同梱の木ネジを使用し、

＋ドライバーで取り付けて下さい。

・デスクは部屋の中央には設置せず、　

　壁や柱に転倒防止用金具で固定して

　ください。転倒の原因になり、

　ケガをすることがあります。

・転倒防止金具は、必ず壁の芯材がある

　部分に取り付けて下さい。

 注意

側板

デスクライトZM-015Wを取付する際には、デスク本体に同梱の

小ネジを使用し、デスクライトを取付位置に合わせ、

＋ドライバーで取り付けて下さい。

１ 別売りのデスクライトZM-015Wご購入の方へ

木ネジ

転倒防止金具

ドライバー

ドライバー

小ネジ

デスクライト

No.90デスク①

説明書

0.8

フラップ扉

No.61デスク①-1

黒いレバー

袖の中引出し

袖の下引出し

説明は裏面に続きます

ストッパー

引出し

袖の下引出し

No.61デスク①-1

引出し

１ 引出しを抜き取って下さい。

分解方法

袖の上引出し ２ 袖の上引出しをいっぱいまで

　 手前に引き、ストッパーを

 　矢印の方向に倒しながら、

　 上引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

３ 袖の中引出し・下引出しを

　 いっぱいまで手前に引き、

　 レールの黒いレバーを内側に

　 押しながら、中引出し・

　 下引出しを手前に引き、

　 抜き取って下さい。

黒いレバー

袖の中引出し

袖の下引出し

説明は裏面に続きます

引出上の抜き取り方法

引出し上

ストッパー

引出中・引出下の抜き取り方法

引出中・引出下をいっぱいまで手前に引き、

レールの黒いレバーを内側に押しながら

引出中・引出下を手前に引き、抜き取って下さい。
黒いレバー

引出し中

引出し下

黒いレバー

六角レンチ

バックパネルはデスク背面の、右側または左側のいずれかに取り付けできます。

同梱の六角レンチとボルトで５ヶ所を固定して下さい。

 組立説明書

No.9000スツールＭ①

１ 座の高さ変更方法 ２ 座の前後変更方法
このスツールは、座の前後をお好みの方向に変更できます。

スツールを布団等の柔らかい物を敷いた床に、

下図の向きに寝かせて下さい。

座受けについているボルトを、同梱されている六角レンチで外し、

変更したい座の高さに合わせて、座受けをボルトで取り付けて下さい。

１ 座の高さ変更方法 を参考に座を取り外し、

前後を反対にして取り付けて下さい。

座の高さ

47cm

50cm

44cm

41cm

お届け時の状態
座を最下段に設置座を最上段に設置

お届け時の状態

収納物を隠せるスタイル 収納部がオープンで

収納し易いスタイル

前

座

後
お届け時の状態

 組立説明書

No.9000スツール①

このスツールは、座面の高さが４段階変更可能です。

１ 座の高さ変更方法 ２ 座の前後変更方法
座の前後をつけ替えることで、

収納部の方向を変えることができます。

スツールを布団等の柔らかい物を敷いた床に、

下図の向きに寝かせて下さい。

座受けについているボルトを

同梱されている六角レンチで外し、変更したい座の高さに合わせて、

座受けをボルトとナットで取り付けて下さい。 １を参考に座を取り外し、

前後を反対にして取り付けて下さい。

座の高さ

47cm
50cm

44cm

41cm

座の高さ・・・50cm

お届け時の状態

座の高さ・・・41cm

最下段に設置最上段に設置

前

座

後

お届け時の状態

収納物を隠せるスタイル 収納部がオープンで

収納し易いスタイル

座の前後付け替え後

六角レンチ

50cm
座の高さ

座の高さ

ボルト

 注意  ボルトは定期的に締め直し、

       確実に固定されていることを確認して下さい。

座受け

41cm
前

座

座の高さ

47cm
50cm

44cm
41cm

六角レンチ
ボルト

 注意  ボルトは定期的に締め直し、

       確実に固定されていることを確認して下さい。

座受け

座の前後 変更後

前

座

ステップを取り外した状態で

ご使用にならないで下さい。
　　

ステップ

注意

DSC-6200①

No.90デスク注意書き①

注意
別売りのデスクライトZM-015W
　　　　　　　　　　 取付時のネジ

デスクに同梱のネジ

先が平たい 先が尖っている

デスクライトに同梱のネジ

デスクに同梱の、先が平たいネジを使用して、

デスクライトを取り付けて下さい。

使用しない使用する

ドライバー

取付時のネジ

別売りの

デスクライト

※デスクライトに同梱の

　ネジは使用しないで下さい。

注意

ドライバー

取付時のネジ

別売りの

デスクライト

※デスクライトに同梱の

　ネジは使用しないで下さい。

デスクに同梱のネジ

先が平たい使用する

先が尖っている

デスクライトに同梱のネジ

使用しない

別売りのデスクライトZM-015W
　　　　　　　　　　 取付時のネジ

No.90デスク注意書き①

デスクライトZM-015W①

注意 別売りのデスクライトZM-015W
　　　　　　　　　　 取付時のネジ

この袋に同梱のネジ

先が平たい 先が尖っている

デスクライトに同梱のネジ

この袋に同梱の、先が平たいネジを使用して、

デスクライトを取り付けて下さい。

使用しない使用する

No.90デスク注意書き①

注意
別売りのデスクライトZM-015W
　　　　　　　　　　 取付時のネジ

この袋に同梱のネジ

先が平たい 先が尖っている

デスクライトに同梱のネジ

この袋に同梱の、先が平たいネジを使用して、

デスクライトを取り付けて下さい。

使用しない使用する

ドライバー

取付時のネジ

別売りの

デスクライト

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

１ 分解組立方法

側板

向板

回転金具

No.49デスク①

２ スライド天板について
スライド天板は、前に引き出せる構造になっていますが安全のために

ゆっくりとスライドして下さい。

※スライド天板を引き出した状態でスライド天板を持って運ばないで下さい。

※スライド天板を引き出した状態で上にのらないで下さい。

商品の破損や転倒の原因になりケガをすることがあります。

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

２ 向板、棚板、脚継ぎ（前）

   脚継ぎ（後)に取り付けてある

   回転金具、14ヶ所を付属の

   六角レンチで、反時計まわりに

   約半回転まわして下さい。

棚板

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

側板

 注意

組立方法
組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

天板

棚板

この机は、左図の様に

天板・側板（2枚）・棚板の

４点に分解できます。

分解組立説明書

３ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト４本を外して下さい。
天板

前

銀色ボルト

脚継ぎ（後）脚継ぎ（前）

引出し上

ストッパー

ストッパー

引出し

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

分解方法

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

コンセント

コンセント付属のボルト

コンセント取付穴

コンセント付属のナット

内側の穴を使用

六角レンチ

六角レンチ

コンセント付属のボルト

コンセント

コンセント

コンセント付属のボルト

別売りの8000コンセントを取付する

際には、コンセントに付属している

ナットとボルトを使用し、

コンセントを取付位置に合わせ、

同梱の六角レンチで取り付けて下さい。

コンセント取付穴

コンセント付属のナット

内側の穴を使用

六角レンチ

コンセント

コンセント付属のボルト

コンセント取付穴

コンセント付属のナット

内側の穴を使用

六角レンチ

別売りの8000コンセントを取付する際には、

コンセントを取付位置に埋め込まれた

ナットに合わせ、＋ドライバーにて、

コンセントに同梱してあるボルトで

取り付けて下さい。

コンセント
コンセント付属のボルト

ナット内側の穴を使用

下側にあります 注意

オリジナル17-2②コンセント取付位置

別売りの8000コンセントを取付する

際には、コンセントに付属している

ナットとボルトを使用し、

コンセントを取付位置に合わせ、

同梱の六角レンチで取り付けて下さい。

コンセントは脚元棚の左右中央に

取り付けることができます。

別売りの8000コンセントを取付する

際には、コンセントに付属している

ナットとボルトを使用し、

コンセントを取付位置に合わせ、

同梱の六角レンチで取り付けて下さい。

コンセントは脚元棚の左右中央に

取り付けることができます。

組立説明書

ボルト

組立に使用する部品

…小ネジ（銀色）　　6本

…ボルト短（銀色）　8本

…ボルト長（茶色）　4本

六角レンチ

１本

取手

3個

天板

袖引出し

ボルト（長

）

ボルト（短

）ワッシャ

ー

袖

脚

六角レン

チ

六角レン

チ

取付穴

ボルト穴

取手

ナット

小ネジ（銀色）

引出し

袖を右側に取り付けた状態 袖を左側に取り付けた状態

ワッシャー

8個

組立説明書

天板

コンセント

コンセント付属のナット

コンセント付属のボルト

ナット

引出し付属のボルト

引出し

天板

１ 天板を布団等の柔らかい物を敷いた床に、

 　ナットが埋め込んである面を上にして

　 置いて下さい。

２ 左図の様に、引出しを天板のナットに

　 合わせて引出し付属のボルトを使用し、　

 　　ドライバーにて締めて組み立てて下さい。

コンセントを取付位置に合わせ、天板の

下から付属のボルトを同梱の六角レンチ

にて取り付けて下さい。

（コンセント付属のナットは使用しません。 ）

別売りの8000コンセントは､①又は②の

位置に取り付けることができます。

※裏面もあります

No.71デスク①

完成図

前

袖を右側に取り付ける場合

ボルト（長

）

袖

脚

六角レン

チ

六角レン

チ

取付穴

前

袖を左側に取り付ける場合

ボルト（短

）ワッシャ

ー

ボルト（短）

ワッシャー

六角レンチ

ナット

天板

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキが

　     ある場合は締め直して下さい。

　　　

六角レンチ

コンセント付属のボルト

外側の穴を使用

ナット

袖を右側に取り付ける場合

袖を左側に取り付ける場合

ナット

引出し付属のボルト

引出し

天板

前 前

ボルト（短）

ワッシャー

六角レンチ六角レンチ

ボルト（長）

取付穴

ボルト（短）

ワッシャー

六角レンチ 六角レンチ

ボルト（長）

取付穴

レール

黒いレバー

引出し

紐

レール

紐

紐

小ネジ（銀色）

ボルト穴

取手

ナット

１ 天板高さ変更の方法

No.1100ランドセルラック①

 天板を前にスライドさせながら、

 天板を上に持ち上げて取り外して下さい。
③

 両柱の内面についている棚受けダボは、手で回して取り外して下さい。

 天板を設置する高さに合わせて、棚受けダボを取り付けて下さい。

④

⑤天板の取付けは、

３ → ２ → １  の順に、行って下さい。

 天板の高さは４段階変更できます。

３段目

 説明書　天板の高さを変更する際に必要になりますので、保管して下さい。 ※裏面もあります

２ 自由棚の設置説明

 説明書　

53.5cm 60cm 66.5cm 73cm

１段目 ２段目 ４段目

お届け時の状態

 引出しの上にあるストッパーを矢印の方向に

 倒しながら、引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

引出し

天板

 天板を取り付けているボルトを、

 同梱の六角レンチで外して下さい。
①

後 六角レンチ
天板

向板

ボルト

向板

 側面のボルトを、左右とも同梱の六角レンチで

 外して下さい。
②

六角レンチ

ボルト

棚受けダボ

自由棚を縦や横に差し込むことによって、

仕切板や棚板として使用することができます。

棚板としてご使用の場合仕切板としてご使用の場合

棚受金具を左右の穴に差し込み、

溝を棚受金具に合わせて

差し込んで下さい。

棚受金具を上下の穴に差し込み、

溝を棚受金具に合わせて

差し込んで下さい。

自由棚

１段目

２段目

３段目

４段目

後

天板
向板

天板を前にスライドさせる 天板を上に持ち上げる

棚受けダボ

溝

自由棚

棚受金具

溝
自由棚

棚受金具

天板

向板

天板

３ 引出しの抜き取り方法

ステップを取り外した状態で

ご使用にならないで下さい。

DSC-6300①

注意

天板を布団等の柔らかい物を敷いた

床に、ナットが埋め込んである面を

上にして置いて下さい。

①

引出しを左右のレールに合わせ、奥まで強く

押し込んで下さい。

⑤

袖の引出しをいっぱいまで手前に

引き、レールの黒いレバーを内側

へ押しながら、 引出しを手前に

引き、抜き取って下さい。

②

引出しに付いている紐を切って下さい。

引出しのボルト穴を取手のナットに合わせ、

小ネジ（銀色）を使用し、　ドライバーで

取り付けて下さい。

④

左図の様に、袖の連結穴を天板の

ナットに合わせボルト（長）を

使用し、六角レンチにて締めて

組み立てて下さい。

脚は金具を天板の取付穴に合わせて

はめ込み、ボルト（短）と

ワッシャーを使用して、六角レンチ

にて締めて組み立てて下さい。

③

１ 組立方法 ２ 別売りの8000コンセントご購入の方へ ３ 別売りの6000引出し（W66）ご購入の方へ

+
+



１ 天板高さ変更の方法

No.17デスク③

 仕切板を取り付けているボルトを、

 同梱の六角レンチで外し、

 仕切板を取り外して下さい。

②

 天板の裏面にある取付板のボルトを、

 同梱の六角レンチで外して下さい。
③

 天板を上に持ち上げて、取り外して下さい。⑤

 取付板を取り付けているボルトを、同梱の六角レンチで外し、

 両脚の内面についている棚受けダボは、手で回して取り外して下さい。

 天板を設置する高さに合わせて、

 取付板と棚受けダボを取り付けて下さい。

⑥

４ 分解組立方法

 １ の天板高さ変更の方法１～５を参考に、天板を取り外して下さい。①

組立ては、

 ２ → １ の順番で、１ の天板高さ変更の方法 １ ～ ５ を参考に

 天板を取り付けて下さい。

組立方法

②

後

回転金具

棚板

向板

２ 仕切板の取付けについて

⑦天板・仕切板・引出しの取付けは、

５ → ４ → ３ → ２ → １ の順に、

行って下さい。

 天板の高さは４段階変更できます。

仕切板

仕切板

ボルト

取付板

ボルト

取付板

棚受けダボ

ボルト

取付板

取付板

棚受けダボ

 注意  デスクライトの取付けは、天板を

　　　 完全に固定してから行って下さい。

デスクライト取付位置

お届け時の状態

仕切板

ボルト

 仕切板は、取付穴にナットを合わせてはめ込み、

 ボルトを同梱の六角レンチで固定して下さい。

 天板の高さによって取付けできる位置が異なります。

取付穴

仕切板

１段目 ２段目 ３段目 ４段目

 側面のボルトを、左右とも

 同梱の六角レンチで外して下さい。
④

 左右の引出しを取り外して下さい。①

引出し

４段目

３段目

２段目

１段目

 天板上、または足元の棚に

 取り付ける事ができます。

天板高さ１段目 天板高さ２段目

足元の棚のみに取り付ける事ができます。

分解方法

天板

棚

53.5cm
60cm 66.5cm 73cm

ナット

天板高さ３段目 天板高さ４段目

４段目

３段目

２段目

１段目

53.5cm 60cm

66.5cm 73cm

No.09デスク④

分解組立説明書

コンセント

コンセント付属のボルト

３ 別売りの8000コンセントご購入の方へ
別売りの8000コンセントを取付する

際には、コンセントに付属している

ナットとボルトを使用し、

コンセントを取付位置に合わせ、

同梱の六角レンチで取り付けて下さい。

コンセントは脚元棚の左右中央に

取り付けることができます。

コンセント取付穴

１ 分解組立方法

側板

天板

向板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

１ 引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト４本を外して下さい。

３ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ９ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

２ 別売りの移動袖をご購入の方へ

天板

回転金具

２ 棚板を取り付けているボルト３本を

　 同梱の六角レンチで取り外し、

 　棚板を取り外して下さい。

３ 棚板を裏返して、

　 ２で取り外したボルトで

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

４ １ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出し

前

銀色ボルト

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板をつけ替えて下さい。

１ １ の 分解方法 １～３を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

お届け時の状態

棚板

右側に移動袖を収納可能

丸ナット

棚板

コンセント付属のナット

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

側板

棚板

この机は、左図の様に

天板・側板（2枚）・向板の

４点に分解できます。

完成図

棚板

左側に移動袖を収納可能

内側の穴を使用

ドライバー

No.57デスク④

分解組立説明書

３ 別売りの8000コンセントご購入の方へ

１ 分解組立方法

側板

天板

向板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、

 　天板の内側より＋ドライバーで、

　 銀色ボルト６本を外して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

２ 別売りの移動袖をご購入の方へ

２ 棚板を取り付けているボルト３本を

　 同梱の六角レンチで取り外し、

　 棚板を取り外して下さい。

３ 棚板を裏返しにして、

　 ２で取り外したボルトにて

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

４ １ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出し

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板をつけ替えて下さい。

１ １ の 分解方法 １～３を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

お届け時の状態

棚板

右側に移動袖を収納可能

丸ナット

棚板
側板

棚板

この机は、左図の様に

天板・側板（２枚）・向板の

４点に分解できます。

完成図

棚板

左側に移動袖を収納可能

ドライバー

３ 別売りの8000コンセントご購入の方へ

コンセント

コンセント付属のボルト

別売りの8000コンセントを取付する際には、

コンセントを取付位置に埋め込まれたナットに

合わせ、コンセントに付属のボルトを

同梱の六角レンチで取り付けて下さい。

 説明書　天板の高さを変更する際に必要になりますので、保管して下さい。 ※裏面もあります

コンセント取付位置

ナットが埋め込んである穴

内側の穴を使用
下側にあります 注意

１ 引出しを抜き取って下さい。

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

後

回転金具

天板

銀色ボルト

前

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

向板と棚板に取り付けてある回転金具、８ヶ所を ＋ドライバーで、

反時計まわりに約半回転まわして、

側板（２枚）、棚板、向板の４点に分解して下さい。 側板

・移動する際は右図の様な、天板のみを

  外した状態で運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや回転金具が

　ゆるんでいる場合は、締め直して下さい。

 注意

 注意  ・分解時に側板が倒れない 様注意して下さい。

 組立説明書

１ 座の高さ変更方法 ２ 背の高さ変更方法

DSC-4100②

 このデスクチェアは、座の高さが５段階、背の高さが３段階変更できます。

背についているボルトを同梱されている六角レンチで外し、

変更したい段に合わせて、ボルトを取り付けて下さい。

下段
中段

上段

 注意  ボルトは定期的に締め直し、

       確実に固定されていることを確認して下さい。

座の高さ

３段目

４段目

30cm 34cm 38cm 42cm 46cm

身長の目安 120cm 135cm 150cm 165cm 180cm

座の高さ

１段目 ２段目 ３段目 ４段目 ５段目

下段 上段
座の高さに対して、

最適な背の取付位置
中段

５段目

２段目

１段目

座

背

座受け

ボルト

ナット

Sワッシャー

平ワッシャー

デスクチェアを布団等の柔らかい物を敷いた床に、横向きに寝かせて下さい。

座受けについているボルトとナットを＋ドライバーと

同梱されている六角レンチで外し、変更したい座の高さに合わせて、

座受けをボルトとナットで取り付けて下さい。

 バックパネル組立説明書
１ バックパネル取付方法 ２ 仕切板の取付方法

可動仕切板

No.09バックパネル②

バックパネルはデスク背面の、右側または左側のいずれかに取り付けできます。

同梱の六角レンチとボルトで５ヶ所を固定して下さい。

 注意  ・取付作業は２人以上で確実に行って下さい。

　　　 ・ボルトは定期的に締め直し、確実に固定されていることを確認して下さい。

         ボルトの固定が不完全ですと、落下するおそれがあります。

３ 可動仕切板取り外し方法左側

右側

仕切板バックパネル（Ｗ６０）

バックパネルはデスク背面に、同梱の六角レンチとボルトで

６ヶ所を固定して下さい。

ボルト

ボルト

バックパネル（Ｗ１００）(Ｗ１１０)

１ バックパネル取付方法

No.57バックパネル③

２ 可動仕切板取り外し方法

３ デスクの左側への取付方法

 バックパネル組立説明書

１ ２ の可動仕切板取り外し方法

   を参考に、可動仕切板を

　 取り外して下さい。

２ 側板を取り付けているボルト

　 ２本を、同梱の六角レンチ

　 で外し、側板を取り外して

　 下さい。

３ バックパネルを裏返し、

　 側板を２で外したボルトにて

   取り付けて下さい。

４ デスク背面に、同梱の

   六角レンチとボルトで、

   ３ヶ所を固定して下さい。

５ 可動仕切板を

   取り付けて下さい。

デスク背面に、同梱の六角レンチとボルトで

３ヶ所を固定して下さい。

 注意  ・取付作業は２人以上で確実に行って下さい。

　　　 ・ボルトは定期的に締め直し、

　　　　 確実に固定されていることを確認して下さい。

         ボルトの固定が不完全ですと、落下するおそれがあります。

完成図

完成図

バックパネルは、右図のように

デスク左側でも使用することが

できます。

ボルト

ボルト

左側にバックパネルを取付

側板

可動仕切板

裏板を移動させる事により、

ご使用の本のサイズに合わせて、奥行きを調節できます。

裏板を、上に持ち上げて、取り外して下さい。①
左右の金具を、内側に引っ張って取り外して下さい。②
上図を参考に、金具を設置したい位置に合わせて差し込み、

裏板の溝を金具に合わせて取り付けて下さい。
③

説明書
１ 仕切板の移動方法 ２ 裏板の移動方法

No.1500ランドセルラック①

仕切板

仕切板を手前に引いて、取り外して下さい。①
上下の金具を、内側に引っ張って取り外して下さい。②
金具を設置したい位置に合わせて差し込み、

仕切板の溝を金具に合わせて取り付けて下さい。
③

溝

仕切板

左右の仕切板の取付位置を変更できます。

金具

裏板

溝

裏板

Ｂ５サイズ用

Ａ４サイズ用

大きいサイズ用

前

※中央の仕切板は移動できません

ステップを取り外した状態で

ご使用にならないで下さい。
　　

ステップ

注意

DSC-6200①

No.1500マルチラック①

説明書
１ 仕切板の移動方法
仕切板の取付位置を変更できます。 裏板を移動させる事により、

ご使用の本のサイズに合わせて、奥行きを調節できます。

また、上段は、裏板を前側にも設置することができます。

１ 裏板を、上に持ち上げて、取り外して下さい。

２ 左右の金具を、内側に引っ張って取り外して下さい。

３ 上図を参考に、金具を設置したい位置に合わせて差し込み、

　 裏板の溝を金具に合わせて取り付けて下さい。

２ 裏板の移動方法

金具

裏板

溝金具

仕切板

１ 仕切板を手前に引いて、取り外して下さい。

２ 上下の金具を、内側に引っ張って取り外して下さい。

３ 金具を設置したい位置に合わせて差し込み、

　 仕切板の溝を金具に合わせて取り付けて下さい。

溝

仕切板

0.8

仕切板

取付可能位置

裏板を前側に設置すると

後側からも使用できます。

前

裏板

Ｂ５サイズ用

Ａ４サイズ用

大きいサイズ用

Ｂ５サイズ用

Ａ４サイズ用

大きいサイズ用

上段

下段

前

３ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ７ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

向板

仕切板の設置説明

No.21書棚①

上段

下段

中段

上段と中段で仕切板の取付位置を

変更できます。

１ 仕切板を手前に引いて、

   取り外して下さい。

２ 上下の金具を、

　 内側に引っ張って

   取り外して下さい。

３ 金具を設置したい位置に

　 合わせて差し込み、

　 仕切板の溝を金具に合わせて

   取り付けて下さい。

金具

溝

仕切板

仕切板

取付可能位置

仕切板

後

左側

右側

 ブックスタンド組立説明書
１ ブックスタンド取付方法 ２ 可動仕切板取り外し方法

可動仕切板

 注意  取付金具は定期的に締め直し、確実に

 　　　固定されていることを確認して下さい。

 　　　取付金具の固定が不完全ですと

 　　　転倒や落下のおそれがあります。

 注意  デスクライトの取付けは、

　　　 ブックスタンドをデスクに

　　　 完全に固定してから行って下さい。

デスクライト取付位置

ブックスタンドとデスクは、図の様に取付金具で

２ヶ所確実に固定して下さい。

短ボルト

取付金具

長ボルト

組立説明書
１ 見出し ２ 見出し

No.品名①

組立説明書
１ 見出し

No.88ブックスタンド(W60)①

説明書
１ 自由棚の設置説明 ２ ハンガー掛けの取付位置変更方法

No.1400オープンラック②

金具

自由棚を縦や横に差し込むことによって、

仕切板や棚板として使用することができます。

自由棚

取付可能位置

自由棚

棚板としてご使用の場合仕切板としてご使用の場合

棚受金具を左右の穴に差し込み、

溝を棚受金具に合わせて

差し込んで下さい。

棚受金具を上下の穴に差し込み、

溝を棚受金具に合わせて

差し込んで下さい。

自由棚

棚受金具

溝

自由棚

溝

棚受金具

１ ハンガー掛けを取り付けているボルト２本を

　 同梱の六角レンチにて取り外して下さい。

２ ハンガー掛けを取付位置に合わせて、

　 ボルト２本で固定して下さい。

ハンガー掛けの取付位置を変更できます。

注意 ボルトは定期的に締め直し、

 　　確実に固定されていることを確認して下さい。

 　　ボルトの固定が不完全ですと落下のおそれがあります。

ボルト

ハンガー掛け

取付位置
※ナットが埋め込んである

溝

分解組立説明書

No.32デスク③

３ 別売りの8000コンセントをご購入の方へ

別売りの8000コンセントを

取付する際には、コンセントを

取付位置に埋め込まれた

ナットに合わせ、コンセントに付属の

ボルトを同梱の六角レンチで

取り付けて下さい。

コンセント取付位置

 注意  ・別売りの移動袖をデスクの下に

　　　 　収納してご使用の場合は、

　　　　 移動袖を収納しない側に

　　　　 コンセントを取り付けて下さい。

右側に移動袖を収納する場合、

左側にコンセント取付

左側に移動袖を収納する場合、

右側にコンセント取付

１ 天板拡張方法

ナット
 注意   天板を拡張している時に

　　　　デスクライトを取り付ける場合は、

　　　  拡張天板を完全に

　　　  固定してから行って下さい。

天板を拡張している時

下締めタイプの

デスクライトを

取付けできます。

上締めタイプの

デスクライト

デスクライト取付位置

３ 取付板を天板の下側にある

　 ナットに合わせ、取付板の下側から

　 同梱の六角レンチにて

　 １ で取り外したボルト(長)３本で

　 取り付けて下さい。

天板

ナット

六角レンチ

ボルト(長)

取付板

拡張天板

下

下締めタイプの

デスクライト

２ 分解組立方法

側板
側板

天板

 この机は、左図の様に

 天板・側板（２枚）の

 ３点に分解できます。

ボルト(短)…5㎝

銀色ボルト(長)…7.5cm

分解時に取り外すボルトは３種類です

銀色ボルト(短)…3cm

天板

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の

 　内側より、＋ドライバーにて

　 銀色ボルト(短)８本を

　 取り外して下さい。

ストッパー

引出し

３ 側板の外側より、

　 同梱の六角レンチで

　 ボルト(短)２本を

　 取り外して下さい。

ボルト(短)

六角レンチ

平ワッシャー

Sワッシャー

天板

側板

銀色ボルト(短)

前１本、

中２本、奥１本

組立ては、分解の逆の順番

４ → ３ → ２ → １ で行って下さい。

 注意  ・分解時に側板が倒れない様

       　注意して下さい。

組立方法

４ 側板の下側より、＋ドライバーにて

　 銀色ボルト(長)４本を

 　取り外して下さい。

側板

 注意  ・定期的に点検し、ボルトが

　　　　 ゆるんでいる場合は、

 　　　　締め直して下さい。

銀色ボルト(長)

 注意   天板を拡張していない時に

　　　　下締めタイプのデスクライトを

　　　　取り付ける場合は、

　　　　拡張天板を取り外し、

　　　　取り付けて下さい。

※裏面もあります

拡張天板

拡張天板

２ 拡張天板を左図の様に天板に

　 合わせて下さい。

デスクライト取付位置

天板を拡張していない時

左に下箱を連結

左に下箱を連結

拡張天板有り

右に下箱を連結

右に下箱を連結

拡張天板有り
拡張天板有り

お届け時の状態

取付板の位置はそのまま

取付板の位置はそのまま

取付板を移動させる

取付板を移動させる

下箱

下箱 下箱

下箱

内側の穴を使用

コンセント付属のボルト

ナットが埋め込んである穴

 組立説明書
１ 天板高さ変更の方法

オリジナル16-1②

 仕切板を取り付けているボルトを、

 同梱の六角レンチで外し、

 仕切板を取り外して下さい。

②

 天板の裏面にある取付板の

 ボルトを、同梱の六角レンチで

 外して下さい。

③

 天板を上に持ち上げて、

 取り外して下さい。
⑤

 取付板を取り付けているボルトを、同梱の六角レンチで外し、

 両脚の内面についている棚受けダボは、手で回して取り外して下さい。

 天板を設置する高さに合わせて、取付板と棚受けダボを取り付けて下さい。

⑥

３ 分解組立方法

 １ の天板高さ変更の方法１～５を参考に、天板を取り外して下さい。①

・移動する際は右図の様な、天板のみを

  外した状態で運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや回転金具が

　ゆるんでいる場合は、締め直して下さい。

 注意

組立ては、

 ２ → １ の順番で、１ の天板高さ変更の方法 １ ～ ５ を参考に

 天板を取り付けて下さい。

組立方法

 注意  ・分解時に側板が倒れない様注意して下さい。

②

⑦天板・仕切板・引出しの取付けは、

５ → ４ → ３ → ２ → １ の順に、

行って下さい。

 天板の高さは４段階変更できます。

仕切板

仕切板

取付板

ボルト

取付板

棚受けダボ

取付板

棚受けダボ

 注意  デスクライトの取付けは、天板を

　　　 完全に固定してから行って下さい。

デスクライト取付位置

お届け時の状態

１段目 ２段目 ３段目 ４段目

 側面のボルトを、左右とも

 同梱の六角レンチで外して下さい。
④

 左右の引出しを取り外して下さい。①

引出し

４段目

３段目

２段目

１段目

分解方法

４段目

３段目

２段目

１段目

※裏面もあります

２ 仕切板の取付けについて

仕切板

取付穴

ナット

天板高さ１段目 天板高さ２段目

53.5cm
60cm

 天板上、または足元の棚に

 取り付ける事ができます。

天板高さ３段目 天板高さ４段目

66.5cm 73cm

足元の棚のみに

取り付ける事ができます。

後

 仕切板は、取付穴にナットを合わせてはめ込み、

 ボルトを同梱の六角レンチで固定して下さい。

 天板の高さによって取付けできる位置が異なります。

53.5cm 60cm 66.5cm 73cm

４ 別売りの移動袖をご購入の方へ

丸ナット

棚板

ドライバー

棚板

ボルト

完成図

右側に移動袖を収納可能

　 ３ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

丸ナット

　 棚板を裏返しにして、２で取り外したボルトにて

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

　 棚板を取り付けているボルト３本を

   同梱の六角レンチで取り外し、棚板を取り外して下さい。

　 ３ の 分解方法 １～２を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板をつけ替えて下さい。

お届け時の状態

左側に移動袖を収納可能

棚板

棚板

①

②

③

④

取付板

１ 脚を上図のようにデスク天板に取り付けて下さい。

　 ※書棚側の脚は、後側に取り付けて下さい。

２ 上図のようにデスクと書棚をセットして下さい。

 ※この時、上図の　あたりを上から押すとデスクが倒れて危険です。ジョイントパーツ

   の取付けが完成するまで手をついたり､物を置かないで下さい。

３ ジョイントパーツ大・小を上図のように天板の下からボルト６本で取り付けて完成です。

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキがある場合は締め直して下さい。

　　　

シール

※取付けが完成する前に

　上から押すとデスクが転倒し危険です

ボルト

ジョイントパーツ大ジョイントパーツ大

ジョイントパーツ小

別売りの№6000ジョイントパーツを使用し、

№6000デスクユニットと連結することができます。

（但し天板サイズ(75)は、連結できません）

書棚

後

※後側に取付

脚

デスク天板

後
デスク天板

脚

オリジナル15-10①

組立説明書
別売りのジョイントパーツご購入の方へ

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

後

棚板

向板

回転金具

向板と棚板に取り付けてある回転金具、９ヶ所を ＋ドライバーで、

反時計まわりに約半回転まわして、

側板（２枚）、棚板、向板の４点に分解して下さい。

オリジナル16-2④

分解組立説明書

３ 別売りの8000コンセントご購入の方へ

１ 分解組立方法

側板

天板

向板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

１ 引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より＋ドライバーで、銀色ボルト

　 ８本を外して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

２ 別売りの移動袖をご購入の方へ

天板

２ 棚板を取り付けている

   ボルト３本を同梱の六角レンチで

   取り外し、棚板を取り外して

　 下さい。

３ 棚板を上下逆にして、

　 ２で取り外したボルトにて

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

４ １ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出し

前

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板をつけ替えて下さい。

１ １ の 分解方法 １～３を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

お届け時の状態

棚板

右側に移動袖を収納可能

丸ナット

棚板
側板

棚板

この机は、左図の様に

天板・側板（2枚）・向板の

４点に分解できます。

完成図

棚板

左側に移動袖を収納可能

ドライバー

前2本、奥2本
銀色ボルト

３ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ９ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

回転金具

向板
天板

オリジナル15-5①

分解組立説明書

１ 分解組立方法

側板

天板

向板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

１ 引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より＋ドライバーで、銀色ボルト

　 ４本を外して下さい。

３ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ６ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

２ 棚板付替方法

天板

回転金具

２ 棚板を取り付けている

   ボルト３本を＋ドライバーで

   取り外し、棚板を取り外して

　 下さい。

３ 棚板を上下逆にして、

　 ２で取り外したボルトにて

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

４ １ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出し

前

銀色ボルト

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板を付け替えて下さい。

１ １ の 分解方法 １～３を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

お届け時の状態

棚板

右側に移動袖を収納可能

丸ナット

棚板

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

側板

棚板

この机は、左図の様に

天板・側板（2枚）・向板の

４点に分解できます。

完成図

棚板

左側に移動袖を収納可能

ドライバー

側板

４ 可動仕切板取り外し方法

可動仕切板

向板

３ ブックスタンド取付方法

この机には、左図の様に

ブックスタンドを

取り付けることができます。

以下の方法で取り付けて下さい。

ブックスタンド

１ ブックスタンドを机の上に

　 設置して下さい。

ブックスタンド

２ デスクの背面に、

　 ブックスタンドに同梱されている

　 ボルト8本を＋ドライバーにて

　 取り付けて下さい。

ボルト

※裏面もあります

デスクライト取付位置

 注意  ・ボルトは定期的に締め直し、確実に固定されていることを

         確認して下さい。ボルトの固定が不完全ですと、

         落下するおそれがあります。

５ デスクライト取付位置

 注意  ・デスクライトの取り付けは、ブックスタンドを机に完全に

　　　　 固定してから行って下さい。

       ・デスクライトを取り付けしない穴にはデスクライト穴隠しを

       　取り付けて下さい。

デスクライト穴隠し

ボルト

可動仕切板

完成図

オリジナル16-5③

分解組立説明書

３ 別売りの8000コンセントご購入の方へ

１ 分解組立方法

側板

天板

向板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より＋ドライバーで、銀色ボルト

　 ４本を外して下さい。

３ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ９ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

２ 別売りの移動袖をご購入の方へ

天板

回転金具

２ 棚板を取り付けているボルト３本を

   同梱の六角レンチで取り外し、

   棚板を取り外して下さい。

３ 棚板を上下逆にして、

　 ２で取り外したボルトにて

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

４ １ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出し

前

銀色ボルト

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板をつけ替えて下さい。

１ １ の 分解方法 １～３を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

お届け時の状態

棚板

右側に移動袖を収納可能

丸ナット

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

側板

棚板

この机は、左図の様に

天板・側板（2枚）・向板の

４点に分解できます。

完成図

棚板

左側に移動袖を収納可能

ドライバー

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

棚板

組立説明書

No.32書棚上箱②

１ 下箱との連結方法 ３ デスクとの取付方法

完成図

２ 可動仕切板取り外し方法

可動仕切板

キャップを外す

＋ドライバーで

反時計まわりに

約半回転締める

上箱は、下図の様にデスクへの取付けが可能です。

デスク

上箱

上箱の後ろに付いているキャップを２ヶ所取り外し、

下図の様に取付金具で２ヶ所、固定して下さい。

短ボルト

取付金具

長ボルト

後

上箱

 注意  取付金具は定期的に締め直し、

       確実に固定されていることを確認して下さい。

 　　　取付金具の固定が不完全ですと

       転倒や落下のおそれがあります。

 注意  天板を拡張している時に上箱を設置する場合は、

　　　 壁などがデスクの背になる様に設置して下さい。

拡張天板

上箱

壁

デスク

拡張天板

１ バックパネル取付方法

可動仕切板

オリジナル17-1②

 注意  ・取付作業は２人以上で確実に行って下さい。

　　　 ・ボルトは定期的に締め直し、確実に固定されていることを確認して下さい。

         ボルトの固定が不完全ですと、落下するおそれがあります。

２ 可動仕切板取り外し方法

左側 右側

同梱のボルト
右側

 バックパネル組立説明書
１ バックパネル取付方法

可動仕切板

オリジナル17-1①

バックパネルはデスク背面の、右側または左側のいずれかに取付けできます。

＋ドライバーにて、同梱のボルトで５ヶ所を固定して下さい。

 注意  ・取付作業は２人以上で確実に行って下さい。

　　　 ・ボルトは定期的に締め直し、確実に固定されていることを確認して下さい。

         ボルトの固定が不完全ですと、落下するおそれがあります。

２ 可動仕切板取り外し方法

左側

右側

同梱のボルト

 バックパネル組立説明書

組立説明書
１ 上台と下台の取付方法

No.8700書棚Ｂ③

＋ドライバーで

約半回転締める

完成図

３ 上台とデスクの取付方法
上台はデスクへの取付けが可能です。

取付金具で２ヶ所固定する場合と、

取り付けるデスクや位置によって

１ヶ所固定する場合があります。

上台

デスク

（取付金具で１ヶ所固定する場合）

可動仕切板

２ 可動仕切板取り外し方法

 注意  ・取付金具は定期的に締め直し、

       　確実に固定されていることを確認して下さい。

 　　　　取付金具の固定が不完全ですと

       　転倒や落下のおそれがあります。

　　　

　　　 ・取付金具で１ヶ所固定する場合、

　　　　 固定が不安定となる場合があります。

 　　　　図の様に、壁など安定したものが

　　　　 背になる様に上台を設置して下さい。

短ボルト

取付金具

長ボルト

短ボルト

取付金具

長ボルト

（取付金具で２ヶ所固定する場合）

上台とデスクは図の様に、

取付金具で２ヶ所固定して下さい。

上台

壁デスク

上台とデスクは図の様に、

取付金具で２ヶ所固定して下さい。

六角レンチ

側板

側板

天板

引出し

天板 前
前2本、奥2本
ボルト

分解組立説明書

後

回転金具

向板

向板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より＋ドライバーで、ボルト

　 8本を外して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

   この机は、左図の様に

   天板・側板（2枚）・向板の

   4点に分解できます。

No.89デスク②

１ 分解組立方法

組立方法

２ 別売りの8000コンセントをご購入の方へ
別売りの8000コンセントを取付する際には、

コンセントを取付位置に埋め込まれた

ナットに合わせ、コンセントに付属のボルトを

同梱の六角レンチで取り付けて下さい。

コンセント取付位置

ナットが埋め込んである穴

内側の穴を使用
下側にあります 注意

ストッパー

 注意  ・分解時に側板が倒れない 様

       　注意して下さい。

３ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ４ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

ドライバー

No.89ブックスタンド①

座の奥行き

前

後

分解組立説明書

No.61デスク①-1

ボルト

付属部品

…ボルト　４本

六角レンチ

…六角レンチ(小)　１本

バックパネル 仕切板

１枚

…連結ボルト　４本
※仕切板に取り付いています

…六角レンチ(大)　１本

２枚

１ バックパネル・仕切板取付方法

バックパネルは連結ボルト４本を使用して六角レンチ(小)にて、取り付けて下さい。

バックパネル取付方法

バックパネルをデスクの左側に取り付ける場合

バックパネルをデスクの右側に取り付ける場合

六角レンチ(小)

連結ボルト

六角レンチ(小)

連結ボルト

バックパネル

連結ボルト取付位置

バックパネル

仕切板を設置したい位置に合わせ、六角レンチ(大)にて取り付けて下さい。

仕切板取付方法

連結ボルト取付位置

ボルト

六角レンチ(大)

バックパネル

２ 分解組立方法

側板

天板
この机は、左図の様に天板・側板(２枚)・

向板・袖・引出の６点に分解できます。

側板
向板

引出し

１ 引出しを抜き取って下さい。

分解方法

ボルト(短)…3㎝

ボルト(長)…9cm

分解時に取り外すボルトは４種類です

銀色ボルト…8.5cm

ボルト(中)…4.5㎝

側板

前

前

 注意

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

天板

回転金具

向板

袖

六角レンチ(小)

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

６ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ６ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

５ 袖と側板を固定している

　 ボルト(短)３本、引出と側板を

 　固定しているボルト(短)２本を

　 六角レンチ(小)にて取り外して

　 下さい。

４ 机を、布団等やわらかいものを

　 敷いた床に寝かせ、側板の下側

　 より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト２本を外して下さい。

側板

組立方法
組立ては、分解の逆の順番

 ７ → ６ → ５ → ４ → ３

 → ２ → １　で行って下さい。

側板

反時計まわりに

約半回転まわす

回転金具

側板

引出

ボルト(短)

銀色ボルト

３ 袖と引出の付替方法

引出 この机は、左図の様に袖と引出を

付け替えることができます。

以下の方法で付け替えて下さい。

袖袖 引出

袖と長引出を付け替えた状態お届け時の状態

天板

ボルト(短)

７ 袖と天板を固定している

 　ボルト(短)４本と、引出と

　 天板を固定している

　 ボルト(短)４本を

　 六角レンチ(小)にて

　 取り外して下さい。

前

ボルト(長)

六角レンチ(小)

引出

袖

４ 分解した向板からボルト(中)２本

　 を六角レンチ(小)にて取り外し、

 　棚板を取り外して下さい。

６ 袖と引出を入れ替えて

　 左図の様に天板に取り付けられ

　 ている根太に、袖と引出の

　 掘り込みを合わせる様にして

　 置いて下さい。

棚板

向板

六角レンチ(小)

左の側板

３ 分解した左の側板の左図の位置に

　 取り付けられている

 　回転金具用ボルト１ヶ所を

　 手で回して取り外し、右の側板に

　 回転金具用ボルトを取り付けて

　 下さい。

回転金具用ボルト
右の側板

袖

引出

No.61デスク①-2

袖の上引出し ２ 袖の上引出しをいっぱいまで

　 手前に引き、ストッパーを

 　矢印の方向に倒しながら、

　 上引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

３ 袖の中引出し・下引出しを

　 いっぱいまで手前に引き、

　 レールの黒いレバーを内側に

　 押しながら、中引出し・

　 下引出しを手前に引き、

　 抜き取って下さい。

黒いレバー

袖の中引出し

袖の下引出し

側板

１ ２ の 分解方法 １～７を参考に

　 デスクを分解して下さい。

２ 分解した袖に取り付けられている

　 回転金具用ボルトを手で回して

　 取り外し、左図の様に反対側に

　 付け替えて下さい。

回転金具用ボルト

回転金具用ボルト

説明は裏面に続きます

回転金具用ボルト
手で回して取り外す

丸ナット

ドライバー

棚板
ボルト(中)

ボルト(中)を取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

５ 棚板を左図の様に移動させ、

　 ４で取り外したボルト(中)で

　 取り付けて下さい。

ボルト(中)

六角レンチ(小) 向板

丸ナット

ボルト(中)

７ ２ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出

袖

天板 根太

根太

天板 根太

天板に取り付けられている根太と

袖と引出の掘り込みを合わせる様にして置く

前

前

袖 引出

完成図

背面

背面

袖

手で回して取り外す

説明は２枚目に続きます

回転金具用ボルト
取り付ける

キャップ
取り付ける

キャップ
取り外す

　 また、袖に取り付けられている

　 キャップを取り外し、左図の様に

　 反対側に付け替えて下さい。

　 また、左の側板の左図の位置に

　 取り付けられている

 　キャップを取り外し、

　 右の側板に取り付けて下さい。

左の側板

右の側板

キャップ
取り外す

キャップ
取り付ける

１ 天板高さ変更の方法

No.78デスク①

３ 分解組立方法

組立ては、２ → １ の順番で、１ の天板高さ変更の方法 １ ～ ６ を参考にして下さい。組立方法

 天板の高さは７段階変更できます。

デスクライト取付位置

お届け時の状態座机として使用

分解方法

 説明書　天板の高さを変更する際に必要になりますので、保管して下さい。

・移動する際は右図の様な、天板のみを

  外した状態で運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトがゆるんでいる場合は、

  締め直して下さい。

 注意

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。
４ デスクの天板を、

　 前にスライドさせながら　

　 天板を上に持ち上げて

   取り外して下さい。

５ デスク側面にある、

　 取付板(前)を固定している

　 ボルト(中)４本を、

　 六角レンチにて取り外して下さい。

　 天板を設置する高さに合わせて、

   取付板(前)を取り付けて下さい。

　

　　　　　

７ 天板・引出しの取付けは、４→３→２→１  の順に、行って下さい。

引出し

ストッパー

ボルト(短)…2.3㎝

使用するボルトは３種類です

２ デスクの側面にある、

　 天板を固定しているボルト(中)

   ２本を、左図の様に、

　 六角レンチにて

   取り外して下さい。

ボルト(中)

ボルト(中)
(天板を固定している)

後

ボルト(中)

ボルト(短)

３ デスクの後面にある

　 天板を固定しているボルト(中)

　 ２本と、取付板(後)を

　 固定しているボルト(短)２本を

   左図の様に、六角レンチにて

   取り外して下さい。

天板

７段目

平机として使用

34cm

天板高さ

６段目５段目４段目３段目２段目１段目

40.5cm 47cm 53.5cm 60cm 66.5cm 73cm 73cm

ボルト(中)…3.5㎝

ボルト(長)…4.5㎝

同梱の六角レンチを使用して

天板の高さを変更します。
六角レンチ

 注意  ・六角レンチは、天板の高さを変える際や

　　　　 ランドセルハンガーを取り付ける際などに

　　　　 必要となりますので大切に保管して下さい。

４段目

３段目

２段目

１段目

５段目

６段目

７段目 取付板(前)

ボルト(中)

２ ランドセルハンガー取付方法

平机として使用座机として使用

天板高さ １段目 天板高さ ２・３・４段目 天板高さ ５段目 天板高さ ６段目 天板高さ ７段目

ボルト(中)

ボルト(長)

向板
(１段下げる)

脚元棚
(お届け時の高さ)

脚元棚
(お届け時の高さ)

向板
(お届け時の高さ)

ボルト(中)

向板
(１段上げる)

脚元棚
(１段上げる)

ボルト(中)

脚元棚
(２段上げる)

向板
(２段上げる)

脚元棚
(３段上げる)

向板
(３段上げる)

ボルト(中)
ボルト(中)

脚元棚
(お届け時の高さ)

向板
(お届け時の高さ)

６ 向板、脚元棚の高さを、天板を設置する高さに合わせて変更して下さい。

　 下図の表を参考に、ボルト(中)６本と、ボルト(長)６本を六角レンチにて取り外し、高さを変更して下さい。

お届け時の状態座卓として使用

７段目

平机として使用

34cm

天板高さ

向板高さ

６段目５段目４段目３段目２段目１段目

40.5cm 47cm 53.5cm 60cm 66.5cm 73cm 73cm

脚元棚高さ

向板

脚元棚

１段上げる ２段上げる ３段上げる

１段下げる １段上げる ２段上げる ３段上げるお届け時の高さ
お届け時の高さお届け時の高さ お届け時の高さ

お届け時の高さ お届け時の高さ
お届け時の高さ

お届け時の高さ
お届け時の高さ

 注意  ・分解時に側板が倒れない 様注意して下さい。
側板

 １ の天板高さ変更の方法１～４を参考に、天板を取り外して下さい。①

② １ の天板高さ変更の方法６を参考に、向板と脚元棚を取り外して下さい。

 注意  デスクライトの取付けは、天板を

　　　 完全に固定してから行って下さい。

   脚元棚の前側のボルトを取り付ける際に、

　 うまく取付られない場合は、

　 ドライバー等で丸ナットの穴方向を調整して下さい。丸ナット
(脚元棚の下側にあります)

ドライバー

平机として使用座卓として使用

天板

天板

向板

天板

向板

ランドセルハンガーはお好みの取付位置に合わせ、六角レンチにて、

同梱のボルトとナットで、下図を参考に取り付けて下さい。

ボルト

ナット

ランドセルハンガー

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

ボルト(中)

ボルト(長)

ボルト(長)

ボルト(長)

ボルト(長)

ボルト(長)

天板

説明は裏面に続きます

天板を前にスライドさせる

天板を上に持ち上げる

天板

取付板(後)

３ 分解組立方法

組立ては、２→１  の順番で、「１ 天板高さ変更の方法」 １ ～ ６ を参考にして下さい。組立方法

デスクライト取付位置

分解方法

・移動する際は右図の様な、天板のみを

  外した状態で運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトがゆるんでいる場合は、

  締め直して下さい。

 注意

７ 天板・引出しの取付けは、４→３→２→１  の順に、行って下さい。

２ ランドセルハンガー取付方法

平机として使用座机として使用

天板高さ １段目 天板高さ ２・３・４段目 天板高さ ５段目 天板高さ ６段目 天板高さ ７段目

ボルト(中)

ボルト(長)

向板
(１段下げる)

脚元棚
(お届け時の高さ)

脚元棚
(お届け時の高さ)

向板
(お届け時の高さ)

ボルト(中)

向板
(１段上げる)

脚元棚
(１段上げる)

ボルト(中)

脚元棚
(２段上げる)

向板
(２段上げる)

脚元棚
(３段上げる)

向板
(３段上げる)

ボルト(中)
ボルト(中)

脚元棚
(お届け時の高さ)

向板
(お届け時の高さ)

６ 向板、脚元棚の高さを、天板を設置する高さに合わせて変更して下さい。

　 下図の表を参考に、ボルト(中)６本と、ボルト(長)６本を六角レンチにて取り外し、高さを変更して下さい。

 注意  ・分解時に側板が倒れない 様注意して下さい。 側板

 「１ 天板高さ変更の方法」１～４を参考に、天板を取り外して下さい。①

② 「１ 天板高さ変更の方法」６を参考に、向板と脚元棚を取り外して下さい。

 注意  デスクライトの取付けは、天板を

　　　 完全に固定してから行って下さい。

   脚元棚の前側のボルトを取り付ける際に、

　 うまく取付られない場合は、

　 ドライバー等で丸ナットの穴方向を調整して下さい。丸ナット

(脚元棚の下側にあります)

ドライバー

ランドセルハンガーはお好みの取付位置に合わせ、六角レンチにて、

同梱のボルトとナットで、下図を参考に取り付けて下さい。

ボルト

ナット

ランドセルハンガー

六角レンチ

ボルト(中)

ボルト(長)

ボルト(長)

ボルト(長)

ボルト(長)

ボルト(長)

分解組立説明書

   この机は、左図の様に

   天板・側板（2枚）・向板・足元棚の

   5点に分解できます。

１ 分解組立方法

３ 別売りの8000コンセントをご購入の方へ

２ 別売りの移動袖をご購入の方へ

２ 棚板を取り付けている

   ボルト３本を同梱の

　 六角レンチで取り外し、

　 棚板を取り外して下さい。

３ 棚板を裏返しにして、

　 ２で取り外したボルトにて

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

４ １ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

１ １ の 分解方法 １～３を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

完成図

左側に移動袖を収納可能

丸ナット

ドライバー

お届け時の状態

棚板

右側に移動袖を収納可能

棚板

側板 側板

天板

向板

足元棚

分解方法

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より＋ドライバーで、銀色ボルト

　 ８本を外して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

ストッパー

棚板

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板をつけ替えて下さい。

天板
前

銀色ボルト

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

後

棚板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

向板

足元棚

３ 足元棚と向板に取り付けてある

   回転金具９ヶ所を＋ドライバーで

   反時計まわりに約半回転まわして

   下さい。

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

回転金具

１ 取手の取付方法

No.78ワゴン①

２ 縦置きへの変更方法

 組立説明書

１ 仕切板を

　 取り外して下さい。

２ 取手を図の様に

　 同梱の六角レンチにて

　 取り外して下さい。

ワゴンは図の様に縦置きにしても使用することができます。

完成図

３ キャスター部を

　 図の様に六角レンチにて

　 取り外して下さい。

１ 仕切板を取り外して下さい。

２ 取手を図の様に

　 同梱の六角レンチにて

   取り付けて下さい。

５ 取手を図の様に

　 六角レンチにて

　 取り付けて下さい。

左側収納 右側収納

３ 仕切板を取り付けて完成です。

６ 仕切板を取り付けて完成です。

仕切板

ボルト
取手

六角レンチ

仕切板

六角レンチ

取手 ボルト

キャスター部

ボルト

六角レンチ

ナットが埋めてある穴

※内側にする

斜めに削ってある部分

※外側にする

仕切板

仕切板

キャスター部

取手

ボルト

六角レンチ

ボルト

六角レンチ

４ ワゴン側面に、

　 キャスター部を

　 図の様に六角レンチにて

   取り付けて下さい。

 ※ 完成図 の

   左側収納 の場合は、

　 図の通り取り付けて下さい。

　 右側収納 の場合は、

   図と反対側のワゴン側面に、

　 キャスター部を

   取り付けて下さい。

内側

ワゴン側面

完成図

ワゴンは下図の様に縦方向にしても使用することができます。  ※別売りのNo.70デスクの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下に収納する場合は、

                                                            右図の様に、デスク天板高さは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60ｃｍ（5段目）以上にして下さい。 天板高さ

60cm

(５段目)
No.70デスク

ワゴン

ワゴン

ワゴン

ワゴン

No.78デスク 配送用①

お届け時の状態
天板２段目

40.5cm

75cm

天板４段目

53.5cm
81cm

天板高さ変更後

ボルト(短)…2.3㎝

使用するボルトは２種類です

ボルト(中)…3.5㎝

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

引出し

ストッパー

２ デスクの側面にある、

　 天板を固定しているボルト(中)

   ２本を、左図の様に、

　 六角レンチにて

   取り外して下さい。

ボルト(中)

ボルト(中)
(天板を固定している)

天板

六角レンチ

天板

４ デスクの天板を、

　 前にスライドさせながら　

　 天板を上に持ち上げて

   取り外して下さい。

５ デスク側面にある、

　 取付板(前)を固定している

　 ボルト(中)４本を、

　 六角レンチにて取り外して下さい。

　 取付板(前)を左図の様に、

   天板４段目の位置に

   取り付けて下さい。

　

　　　　　

後

ボルト(中)

ボルト(短)

天板４段目

取付板(前)

ボルト(中)

天板

天板

向板

天板

向板

六角レンチ

六角レンチ

天板を前にスライドさせる

天板を上に持ち上げる

天板

取付板(後)

ボルト(中)

向板
(１段上げる)

７ 天板・引出しの取付けは、４→３→２→１

   の順に、行って下さい。

３ デスクの後面にある

　 天板を固定しているボルト(中)

　 ２本と、取付板(後)を

　 固定しているボルト(短)２本を

   左図の様に、六角レンチにて

   取り外して下さい。

天板２段目

同梱の六角レンチを使用して

天板の高さを変更します。
六角レンチ

６ デスク側面にある、

　 向板を固定している

　 ボルト(中)６本を、

　 六角レンチにて取り外して下さい。

　 向板を左図の様に、

   一段上げて取り付けて下さい。

　

　　　　　

 天板高さ変更 説明書　

後

完成図

六角レンチ

同梱のボルト

後

六角レンチ

後

六角レンチ

同梱のボルト

１ デスクに付属の六角レンチ

　 を使用し、バックパネル後面より

 　ボルトを外し、バックパネルと

　 継ぎを分解して下さい。

バックパネル

継ぎ
六角レンチ

ボルト

後

六角レンチ

ボルト

天板

継ぎ

ボルト

バックパネル天板

継ぎ
後

六角レンチ

No.38デスク①

分解組立説明書

１ 分解組立方法

この机は、左図の様に

天板・脚（2本）・向板・継ぎ

引出しの6点に分解できます。

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、

　 引出しの内側より3本、机の後面

　 より1本、ボルト（中）を

　 付属の六角レンチで外して下い。

引出し

ストッパー

天板

脚

継ぎ

引出し

脚

３ 脚を取り付けているボルト（長）

　 4本、ボルト（短）8本、継ぎを

　 取付けているボルト（長）8本を

　 付属の六角レンチで外して下さい。

　

※裏面もあります

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

ボルト（長）

六角レンチ

ボルト（長）

ボルト（短）

ワッシャー

５ 向板と継ぎに取り付けてある

　 回転金具8ヶ所を付属の六角レンチ

　 で、反時計まわりに約半回転まわし

　 て、脚（2本）、向板、継ぎの4点

　 に分解して下さい。

 注意  分解時に脚、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

回転金具

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

組立ては、分解の逆の順番

５ → ４ → ３ → ２ → １ で行って

下さい。

組立方法

２ 引出しの付替方法

引出しを付け替えた状態お届け時の状態

この机は、下図の様に引出しを

付け替えることができます。

以下の方法で付け替えて下さい。

１ １ の 分解方法 １～２を参考に

　 引出しを分解して下さい。

２ 分解した引出しと向板に取り付け

　 られているキャップを外して下さ

　 い。

３ 引出しを左側に移動させ、

　 １ の 組立方法 を参考に、

   引出しを組み立てて、

　 キャップを取り付けて下さい。

　

No.38バックパネル①

バックパネル取付方法

組立説明書

完成図

２ 天板下面に付属の六角レンチを

 　使用し、同梱のボルト3本で

　 継ぎを取り付けて下さい。

３ 天板と継ぎの穴に合わせて

　 付属の六角レンチを使用し、

　  1 で外したボルトと付属の

 　ボルトの計6本で取り付けて

　 下さい。

使用ボルト一覧

…ボルト（長）

…ボルト（中）

…ボルト（短）

向板

ボルト（中）

六角レンチ

脚脚

４ 向板後面の回転金具2個を付属の

　 六角レンチで反時計まわりに

　 約半回転まわして、天板、脚部の

 　2点に分解して下さい。

　

継ぎ

脚

脚向板

継ぎ

 注意  ・取付作業は２人以上で確実に行って下さい。

　　　 ・ボルトは定期的に締め直し、確実に固定されていることを確認して下さい。

         ボルトの固定が不完全ですと、落下するおそれがあります。

ボルト（長）

ボルト（短）

ワッシャー

キャップ

引出し

キャップ

向板

向板

引出し

回転金具

向板

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

８ 下図の様に棚板の下側に、書棚に同梱されているボルト３本を使用し、

　 ＋ドライバーでジョイントパーツを取り付けて下さい。

 注意  天板を拡張していないデスクと連結する場合と

　 　　天板を拡張しているデスクと連結する場合で、ジョイントパーツの

　　　 向きと取付位置が変わります。よく確認しながら取り付けてください。

天板を拡張していないデスクと連結する場合

書棚に同梱されている

ボルト

天板

ジョイントパーツ

天板を拡張しているデスクと連結する場合

拡張天板

天板

 注意  ・定期的に点検し、ボルトがゆるんでいる場合は締め直して下さい。

棚板 棚板

書棚に同梱されている

ボルト

狭い

※穴のピッチが狭い方が前

書棚に同梱されている

ジョイントパーツ

一番奥のナットを使用する

広い

※穴のピッチが広い方が前

書棚に同梱されている

ジョイントパーツ

書棚に同梱されている

ボルト

９ デスクを起こし、 ８ で取り付けたジョイントパーツの上にデスクを乗せて、

　 書棚に同梱されているボルト３本を使用し、＋ドライバーで連結して下さい。

天板を拡張していないデスクと連結する場合 天板を拡張しているデスクと連結する場合

 注意  天板を拡張していないデスクと連結する場合と

　 　　天板を拡張しているデスクと連結する場合で、天板の下側にあるナットの

　　　 使用位置が変わります。よく確認しながら取り付けてください。

ジョイントパーツ

書棚に同梱されている

ボルト

一番奥のナットは使用しない

No.32書棚下箱②-1

 説明書

 注意  ・分解時に側板が倒れない 様

       　注意して下さい。

４ 側板の下側より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト(長)２本を

 　取り外して下さい。
銀色ボルト(長)

側板

説明は裏面に続きます

１ No.32デスクの左側に書棚を連結する方法

左の側板

No.32デスク

書棚完成図

※後側に取付

２ デスクを、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側より

　 ＋ドライバーで銀色ボルト(短)４本を

　 取り外して下さい。

天板

ボルト(短)

平ワッシャー

Sワッシャー

六角レンチ

側板

３ 側板の外側より、ボルト(短)１本を

　 No.32デスクに同梱の六角レンチで

　 取り外して下さい。

前1本、中2本、奥1本
銀色ボルト(短)

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

引出し

向板

銀色ボルト(短)

側板

向板

天板

キャップ拡張天板

銀色ボルト(長)
拡張天板

向板

５ 向板の外側に付いている

　 キャップを外して下さい。

６ 側板を、向板と拡張天板の間に

　 付け替え、側板の下側より、

 　＋ドライバーで銀色ボルト(長)２本を

　 取り付けて下さい。

７ 向板の内側より＋ドライバーで

　 銀色ボルト(短)１本を

　 取り付けて下さい。

２ No.32デスクの右側に書棚を連結する方法

右の側板
※後側に取付

No.32デスク

書棚

六角レンチ

ボルト(長)

後

拡張天板
取付板

１ デスクの後側にある取付板より

　 No.32デスクに同梱の六角レンチで

　 拡張天板を固定している

　 ボルト(長)３本を取り外して下さい。

２ 六角レンチで拡張天板の取付板を

　 固定しているボルト(長)２本を取り外し、

 　左図の様に取付板をナットに合わせ、

　 ボルト(長)２本で取り付けて下さい。

六角レンチ ボルト(長)

取付板

拡張天板
ナット

３ 天板を拡張しない場合は左上図、

　 天板を拡張する場合は左下図の様に

　 六角レンチでボルト(長)３本を使用し、

 　拡張天板をデスクに取り付けて下さい。

　

天板を拡張しない場合

天板を拡張する場合

六角レンチ

ボルト(長)

拡張天板

取付板

六角レンチ

ボルト(長)

拡張天板

取付板

４ 「 １ No.32デスクの左側に書棚を

　 連結する方法」の １ ～ ９ を

 　参考にし、右の側板をデスクの後側に

　 取り付けて、書棚と連結して下さい。　 　

右の側板
※後側に取付

No.32書棚下箱②-2

４ 可動仕切板取り外し方法

可動仕切板

５ デスクライト取付位置

デスクライト取付位置

下図の位置にデスクライトを取り付けることができます。

３ 引出しの抜き取り方法
引出しの上にあるストッパーを矢印方向に倒しながら、

引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

引出し

完成図

 注意  ・使用しないボルトやキャップは、

　　　　 大切に保管しておいて下さい。

※裏面もあります

 注意  ・作業は2人以上で確実に行って下さい。

 注意  ・作業は2人以上で確実に行って下さい。

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ六角レンチ

六角レンチ

分解組立説明書

オリジナル18-1①-1

ボルト

付属部品

…ボルト　４本

六角レンチ

…六角レンチ(小)　１本

バックパネル 仕切板

１枚

…連結ボルト　４本
※仕切板に取り付いています

…六角レンチ(大)　１本

２枚

１ バックパネル・仕切板取付方法

バックパネルは連結ボルト４本を使用して六角レンチ(小)にて、取り付けて下さい。

バックパネル取付方法

バックパネルをデスクの左側に取り付ける場合

バックパネルをデスクの右側に取り付ける場合

六角レンチ(小)

連結ボルト

六角レンチ(小)

連結ボルト

バックパネル

連結ボルト取付位置

バックパネル

仕切板を設置したい位置に合わせ、六角レンチ(大)にて取り付けて下さい。

仕切板取付方法

連結ボルト取付位置

ボルト

六角レンチ(大)

バックパネル

２ 分解組立方法

側板

天板
この机は、左図の様に天板・側板(２枚)・

向板・袖・引出の６点に分解できます。

側板

向板

引出し

１ 引出しを抜き取って下さい。

分解方法

ボルト(短)…3㎝

ボルト(長)…9cm

分解時に取り外すボルトは４種類です

銀色ボルト…8.5cm

ボルト(中)…4.5㎝

側板

前

前

 注意

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

天板

回転金具

向板

袖

六角レンチ(小)

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

６ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ６ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

５ 袖と側板を固定している

　 ボルト(短)３本、引出と側板を

 　固定しているボルト(短)２本を

　 六角レンチ(小)にて取り外して

　 下さい。

４ 机を、布団等やわらかいものを

　 敷いた床に寝かせ、側板の下側

　 より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト２本を外して下さい。

側板

組立方法
組立ては、分解の逆の順番

 ７ → ６ → ５ → ４ → ３

 → ２ → １　で行って下さい。

側板

反時計まわりに

約半回転まわす

回転金具

側板

引出

ボルト(短)

銀色ボルト

３ 袖と引出の付替方法

引出 この机は、左図の様に袖と引出を

付け替えることができます。

以下の方法で付け替えて下さい。

袖袖 引出

袖と長引出を付け替えた状態お届け時の状態

天板

ボルト(短)

７ 袖と天板を固定している

 　ボルト(短)４本と、引出と

　 天板を固定している

　 ボルト(短)４本を

　 六角レンチ(小)にて

　 取り外して下さい。

前

ボルト(長)

六角レンチ(小)

引出

袖

４ 分解した向板からボルト(中)２本

　 を六角レンチ(小)にて取り外し、

 　棚板を取り外して下さい。

６ 袖と引出を入れ替えて

　 左図の様に天板に取り付けられ

　 ている根太に、袖と引出の

　 掘り込みを合わせる様にして

　 置いて下さい。

棚板

向板

六角レンチ(小)

左の側板

３ 分解した左の側板の左図の位置に

　 取り付けられている

 　回転金具用ボルト１ヶ所を

　 手で回して取り外し、右の側板に

　 回転金具用ボルトを取り付けて

　 下さい。

回転金具用ボルト
右の側板

袖

引出

オリジナル18-1①-2

袖の上引出し ２ 袖の上引出しをいっぱいまで

　 手前に引き、ストッパーを

 　矢印の方向に倒しながら、

　 上引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

３ 袖の中引出し・下引出しを

　 いっぱいまで手前に引き、

　 レールの黒いレバーを内側に

　 押しながら、中引出し・

　 下引出しを手前に引き、

　 抜き取って下さい。

黒いレバー

袖の中引出し

袖の下引出し

側板

１ ２ の 分解方法 １～７を参考に

　 デスクを分解して下さい。

２ 分解した袖に取り付けられている

　 回転金具用ボルトを手で回して

　 取り外し、左図の様に反対側に

　 付け替えて下さい。

回転金具用ボルト

回転金具用ボルト

説明は裏面に続きます

回転金具用ボルト
手で回して取り外す

丸ナット

ドライバー

棚板
ボルト(中)

ボルト(中)を取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

５ 棚板を左図の様に移動させ、

　 ４で取り外したボルト(中)で

　 取り付けて下さい。

ボルト(中)

六角レンチ(小) 向板

丸ナット

ボルト(中)

７ ２ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出

袖

天板 根太

根太

天板 根太

天板に取り付けられている根太と

袖と引出の掘り込みを合わせる様にして置く

前

前

袖 引出

完成図

背面

背面

袖

手で回して取り外す

説明は２枚目に続きます

回転金具用ボルト
取り付ける

キャップ
取り付ける

キャップ
取り外す

　 また、袖に取り付けられている

　 キャップを取り外し、左図の様に

　 反対側に付け替えて下さい。

　 また、左の側板の左図の位置に

　 取り付けられている

 　キャップを取り外し、

　 右の側板に取り付けて下さい。

左の側板

右の側板

キャップ
取り外す

キャップ
取り付ける

座の奥行き位置：前

２ 背の高さ変更方法１ 座の高さ変更方法
デスクチェアを布団等の柔らかいものを敷いた床に横向きに寝かせて下さい。

座受けについているボルトとナットを＋ドライバーと同梱されている六角レンチで外し、

変更したい座の高さに合わせて、座受けをボルトとナットで取り付けて下さい。

ドライバー

平ワッシャー

Sワッシャー

 注意  ボルトは定期的に締め直し、

       確実に固定されていることを確認して下さい。

六角レンチ

ボルト

ナット

座受けの下側についているボルトを同梱されている六角レンチで外し、変更したい位置に

座の下側に埋め込まれているナットを合わせ、ボルトを取り付けて下さい。

背についているボルトを同梱されている六角レンチで外し、変更したい段に

背の後側に埋め込まれているナットを合わせ、ボルトを取り付けて下さい。

３ 座の奥行き変更方法

座受け

座の高さ

２段目

５段目

４段目

３段目

１段目

６段目

背

ナット

座

ボルト

ボルト

ナット

座の奥行き位置：後

後 下段

座

中段 上段

このデスクチェアは、座の高さが６段階、座の奥行きが２段階、背の高さが３段階変更できます。(背は上下反転させて取り付ける事が可能です)

組立説明書

座の高さに対して

最適な背の取付位置

身長の目安

22cm

１段目

座の高さ

座の奥行き位置

背

26cm

２段目

105cm

後

90cm

座

下段

４段目

34cm

３段目

30cm

中段

120cm

上段

前

５段目

38cm

135cm 150cm

６段目

42cm

上段

（背：上下反転）

165cm

ナット

上段

（背：上下反転）

DSC-7800M①

ボルト

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

２ 別売りの8000コンセントをご購入の方へ

別売りの8000コンセントを取付する際には、

コンセントを取付位置に埋め込まれたナットに

合わせ、コンセントに付属のボルトを

同梱の六角レンチで取り付けて下さい。

１ 分解組立方法

 この机は、左図の様に

 天板・脚（２本）の

 ３点に分解できます。

銀色ボルト(長)…8.5cm

分解時に取り外すボルトは２種類です

銀色ボルト(短)…3cm

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の

 　内側より、＋ドライバーにて

　 銀色ボルト(短)４本を

　 取り外して下さい。

４ 向板に取り付けてある回転金具４ヶ所を

　 ＋ドライバーで反時計まわりに

　 約半回転まわして、天板、脚部の

 　３点に分解して下さい。

天板

脚
脚

ストッパー

天板

銀色ボルト(短)

３ 脚の下側より、＋ドライバーにて

　 銀色ボルト(長)４本を

 　取り外して下さい。

銀色ボルト(長)

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

向板

回転金具

コンセント取付位置

コンセント

コンセント付属のボルト

内側の穴を使用

ナットが埋め込んである穴

下側にあります 注意

六角レンチ

分解組立説明書

引出し

前

脚

組立ては、分解の逆の順番

 ４ → ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法
・分解時に脚が倒れない様注意して下さい。

・定期的に点検し、ボルトや回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

No.28デスク②

平ワッシャー

Sワッシャー

平ワッシャー

Sワッシャー

六角レンチ

六角レンチ

 注意  天板を拡張している時にブックスタンドを設置する場合は、

　　　 壁などがデスクの背になる様に設置して下さい。

ブックスタンド

壁

デスク

拡張天板

拡張天板 ナット拡張天板

この机は、左図の様に

拡張天板を使用し、

天板を拡張することができます。

以下の方法で天板を拡張して下さい。

六角レンチ

ボルト(長)

１ 机の後側にある取付板より

　 同梱の六角レンチで

 　拡張天板を固定している

　 ボルト(長)３本を

　 取り外して下さい。

取付板

後

お届け時の状態

奥行 52cm

奥行 65cm
 注意  定期的に点検し、

 　　　ボルトがゆるんでいる場合は、

　　　 締め直して下さい。
ボルト(長)…5.5㎝

天板を拡張する時に

使用するボルトは１種類です

拡張天板

拡張天板

取付板

側板

側板

天板

天板 前

分解組立説明書

後

向板

 注意

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より＋ドライバーで、銀色ボルト

　 （短）４本を外して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ４ → ３ → ２ → １ で行って下さい。

   この机は、左図の様に

   天板・側板（２枚）・向板の

   ４点に分解できます。

No.48デスク①

１ 分解組立方法

組立方法

２ 別売りの8000コンセントをご購入の方へ
別売りの8000コンセントを取付する際には、

コンセントを取付位置に埋め込まれた

ナットに合わせ、＋ドライバーにて、

コンセントに同梱してあるボルトで

取り付けて下さい。

コンセント取付位置

 注意  ・分解時に側板が倒れない 様

       　注意して下さい。

４ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ４ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

１ 引出しを抜き取って下さい。

・移動する際は絶対に右図の様に、天板のみを

　分解して運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや回転金具が

　ゆるんでいる場合は、締め直して下さい。

引出し

銀色ボルト（短）

天板 前

銀色ボルト（長）

３ 側板の下側より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト(長)４本を取り外して

　 下さい。

回転金具

向板

側板側板

天板

コンセント付属のボルト

ナットが埋め込んである穴

側板
側板

天板

天板
前

分解組立説明書

 注意

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、

　 天板の内側より、＋ドライバーで、

　 銀色ボルト(短)４本を取り外して

　 下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ４ → ３ → ２ → １ で行って下さい。

この机は、左図の様に

天板・側板（２枚）の

３点に分解できます。

オリジナル18-2①

１ 分解組立方法

組立方法

２ コンセント取付方法

付属のコンセントを取付する際には、

コンセントを取付位置に埋め込まれた

ナットに合わせ、六角レンチにて、

同梱のボルトで取り付けて下さい。

コンセント取付位置

 注意  ・分解時に側板が倒れない 様

       　注意して下さい。

４ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ４ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板の３点に

   分解して下さい。

・定期的に点検し、ボルトや回転金具が

　ゆるんでいる場合は、締め直して下さい。

銀色ボルト（短）

天板 前

銀色ボルト（長）

３ 側板の下側より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト(長)４本を取り外して

　 下さい。

ナットが埋め込んである穴

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

引出し

銀色ボルト(長)…8.5cm

分解時に取り外すボルトは２種類です

銀色ボルト(短)…3cm

側板

反時計まわりに

約半回転まわす

回転金具

回転金具

側板
側板

天板

銀色ボルト(長)…7.5cm

分解時に取り外すボルトは２種類です

銀色ボルト(短)…3cm

ボルト

コンセント

側板

六角レンチ

 ブックスタンド組立説明書
１ ブックスタンド取付方法

 注意  取付金具は定期的に締め直し、確実に

 　　　固定されていることを確認して下さい。

 　　　取付金具の固定が不完全ですと

 　　　転倒や落下のおそれがあります。

ブックスタンドはデスクの右側または左側のいずれかに取り付けできます。

デスクに同梱の六角レンチにて、同梱のボルトと取付金具で下図の様に

２ヶ所確実に固定して下さい。

ボルト

取付金具

オリジナル18-3①

右側

左側

２ コンセント取付方法

オリジナル18-3①

１ ブックスタンド取付方法

 ブックスタンド組立説明書

ブックスタンドはデスクの右側または左側のいずれかに取り付けできます。

同梱の六角レンチとボルトと取付金具を使用し、下図の様に２ヶ所確実に固定して下さい。

右側

デスクの天板の

下面のナット

後

ブックスタンド

デスクの天板

ボルト

六角レンチ

六角レンチ

２ 棚板高さ変更方法
棚板の高さは３段階変更できます。

向板

１　取付金具をブックスタンド・

　　デスク後側にあるナットに

　　合わせて、同梱のボルトと

　　デスクに同梱の六角レンチにて

　　取り付けて下さい。

 注意  取付金具は定期的に締め直し、

 　　　確実に固定されていることを

　　　 確認して下さい。

 　　　取付金具の固定が不完全ですと

 　　　転倒や落下のおそれがあります。

お届け時の状態

棚板高さ

３段目２段目１段目

26cm 30cm 34cm

１ 棚板を取り付けているボルト(長)２本、

　 ボルト(短)２本を六角レンチにて

　 取り外して下さい。

六角レンチ

ボルト(長)

ボルト(短)

ボルト(短)…2㎝

使用するボルトは２種類です

ボルト(長)…4㎝

側面

３ デスクに付属のコンセントの取付方法

デスクに付属のコンセントは

ブックスタンドの側面に

取り付けることができます。

コンセントを取り付ける際には、

取付位置のキャップを取り外し、

コンセントをナットに合わせ、

六角レンチにて取り付けて下さい。

コンセント取付位置

ナットが

埋め込んである穴

コンセント

ボルト

六角レンチ

キャップを取り外す

 注意  ・取り外したキャップは、

　　　　 大切に保管しておいて下さい。

棚板

ボルト(短)

六角レンチ

棚板

向板

３ 棚板の後側にある突起部を

　 設置する高さに合わせて差し込み、

　 側面よりボルト(長)２本、

　 後面よりボルト(短)２本で固定して

 　下さい。

２ 棚板を手前に引き、取り外して下さい。

六角レンチ

ボルト(長)

ボルト(短)

側面
棚板

向板

棚板

説明は裏面に続きます
・右図の様に、棚板を

　分解した状態で

　ご使用にならないで下さい。

 注意

取付金具

後

突起部

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

ボルト

六角レンチ

ボルト

六角レンチ

ボルト

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

１ 仕切板の移動方法
仕切板の取付位置を変更できます。

No.9000マルチラック①

金具

１ 仕切板を手前に引いて、取り外して

　 下さい。

２ 上下の金具を、内側に引っ張って

 　取り外して下さい。

３ 金具を設置したい位置に合わせて

　 差し込み、仕切板の溝を金具に

　 合わせて取り付けて下さい。

溝

仕切板

２ 引出しの抜き取り方法
引出しの上にあるストッパーを矢印方向に倒しながら、

引出しを抜き取って下さい。

※中央の仕切板は移動できません

仕切板

取付可能位置

仕切板

引出し

ストッパー

説明書

３ 引出しの抜き取り方法

フラップ扉は、ゆっくり開閉する構造になっていますが安全のために手をそえて

静かに開け閉めして下さい。

※ソフトオープン・クローズ機構は機構上、途中で止まる場合もありますが、

故障ではありません。

※フラップ扉にのらないで下さい。

商品の破損や転倒の原因になりケガをすることがあります。

２ フラップ扉について

引出しの上にあるストッパーを矢印方向に

倒しながら、引出しを抜き取って下さい。

No.90デスク①
No.09デスク②

分解組立説明書

コンセント

ボルト

３ 別売りの8000コンセントご購入の方へ

別売りの8000コンセントを取付する

際には、コンセントに付属している

ナットとボルトを使用し、

コンセントを取付位置に合わせ、

＋ドライバーで取り付けて下さい。

コンセント取付穴

１ 分解組立方法

側板

天板

向板

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

 注意

１ 引出しを抜き取って下さい。

分解方法

２ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト４本を外して下さい。

３ 向板に取り付けてある回転金具、

　 ９ヶ所を＋ドライバーで、

　 反時計まわりに約半回転まわして、

　 側板（２枚）、天板、向板の４点に

   分解して下さい。

組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

組立方法

 注意  分解時に側板、向板が

　　　 倒れない様注意して下さい。

２ 別売りの移動袖をご購入の方へ

天板

回転金具

２ 棚板を取り付けているボルト３本を

　 同梱の六角レンチで取り外し、

 　棚板を取り外して下さい。

３ 棚板を裏返して、

　 ２で取り外したボルトで

　 取り付けて下さい。

ボルトを取り付ける際に、

うまく取り付けられない場合は、

ドライバー等で丸ナットの穴方向を

調節して下さい。

４ １ の 組立方法 を参考に、

   デスクを組み立てて下さい。

引出し

前

銀色ボルト

移動袖は、デスクの棚板をつけ替えることで、左側にも収納できます。

下記を参考にして棚板をつけ替えて下さい。

１ １ の 分解方法 １～３を参考に、

　 デスクを分解して下さい。

お届け時の状態

棚板

右側に移動袖を収納可能

丸ナット

棚板

ナット

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

側板

棚板

この机は、左図の様に

天板・側板（2枚）・向板の

４点に分解できます。

完成図

棚板

左側に移動袖を収納可能

内側の穴を使用

ドライバー

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

デスクライト

小ネジ

説明書
１ 引出しの抜き取り方法
引出しの上にあるストッパーを矢印方向に倒しながら、

引出しを抜き取って下さい。

デスクライトZM-015Wを取付する際には、デスク本体に同梱の

小ネジを使用し、デスクライトを取付位置に合わせ、

＋ドライバーで取り付けて下さい。

２ デスクライトZM-015Wご購入の方へ

４ 転倒防止金具の取り付け方法
デスクを壁面に置き、側板上面の両サイドに転倒防止金具に同梱の木ネジを使用し、

＋ドライバーで取り付けて下さい。

・デスクは部屋の中央には設置せず、　

　壁や柱に転倒防止用金具で固定して

　ください。転倒の原因になり、

　ケガをすることがあります。

・転倒防止金具は、必ず壁の芯材がある

　部分に取り付けて下さい。

 注意

側板

デスクライトZM-015Wを取付する際には、デスク本体に同梱の

小ネジを使用し、デスクライトを取付位置に合わせ、

＋ドライバーで取り付けて下さい。

１ 別売りのデスクライトZM-015Wご購入の方へ

木ネジ

転倒防止金具

ドライバー

ドライバー

小ネジ

デスクライト

No.90デスク①

説明書

0.8

フラップ扉

No.61デスク①-1

黒いレバー

袖の中引出し

袖の下引出し

説明は裏面に続きます

ストッパー

引出し

袖の下引出し

No.61デスク①-1

引出し

１ 引出しを抜き取って下さい。

分解方法

袖の上引出し ２ 袖の上引出しをいっぱいまで

　 手前に引き、ストッパーを

 　矢印の方向に倒しながら、

　 上引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

３ 袖の中引出し・下引出しを

　 いっぱいまで手前に引き、

　 レールの黒いレバーを内側に

　 押しながら、中引出し・

　 下引出しを手前に引き、

　 抜き取って下さい。

黒いレバー

袖の中引出し

袖の下引出し

説明は裏面に続きます

引出上の抜き取り方法

引出し上

ストッパー

引出中・引出下の抜き取り方法

引出中・引出下をいっぱいまで手前に引き、

レールの黒いレバーを内側に押しながら

引出中・引出下を手前に引き、抜き取って下さい。
黒いレバー

引出し中

引出し下

黒いレバー

六角レンチ

バックパネルはデスク背面の、右側または左側のいずれかに取り付けできます。

同梱の六角レンチとボルトで５ヶ所を固定して下さい。

 組立説明書

No.9000スツールＭ①

１ 座の高さ変更方法 ２ 座の前後変更方法
このスツールは、座の前後をお好みの方向に変更できます。

スツールを布団等の柔らかい物を敷いた床に、

下図の向きに寝かせて下さい。

座受けについているボルトを、同梱されている六角レンチで外し、

変更したい座の高さに合わせて、座受けをボルトで取り付けて下さい。

１ 座の高さ変更方法 を参考に座を取り外し、

前後を反対にして取り付けて下さい。

座の高さ

47cm

50cm

44cm

41cm

お届け時の状態
座を最下段に設置座を最上段に設置

お届け時の状態

収納物を隠せるスタイル 収納部がオープンで

収納し易いスタイル

前

座

後
お届け時の状態

 組立説明書

No.9000スツール①

このスツールは、座面の高さが４段階変更可能です。

１ 座の高さ変更方法 ２ 座の前後変更方法
座の前後をつけ替えることで、

収納部の方向を変えることができます。

スツールを布団等の柔らかい物を敷いた床に、

下図の向きに寝かせて下さい。

座受けについているボルトを

同梱されている六角レンチで外し、変更したい座の高さに合わせて、

座受けをボルトとナットで取り付けて下さい。 １を参考に座を取り外し、

前後を反対にして取り付けて下さい。

座の高さ

47cm
50cm

44cm

41cm

座の高さ・・・50cm

お届け時の状態

座の高さ・・・41cm

最下段に設置最上段に設置

前

座

後

お届け時の状態

収納物を隠せるスタイル 収納部がオープンで

収納し易いスタイル

座の前後付け替え後

六角レンチ

50cm
座の高さ

座の高さ

ボルト

 注意  ボルトは定期的に締め直し、

       確実に固定されていることを確認して下さい。

座受け

41cm
前

座

座の高さ

47cm
50cm

44cm
41cm

六角レンチ
ボルト

 注意  ボルトは定期的に締め直し、

       確実に固定されていることを確認して下さい。

座受け

座の前後 変更後

前

座

ステップを取り外した状態で

ご使用にならないで下さい。
　　

ステップ

注意

DSC-6200①

No.90デスク注意書き①

注意
別売りのデスクライトZM-015W
　　　　　　　　　　 取付時のネジ

デスクに同梱のネジ

先が平たい 先が尖っている

デスクライトに同梱のネジ

デスクに同梱の、先が平たいネジを使用して、

デスクライトを取り付けて下さい。

使用しない使用する

ドライバー

取付時のネジ

別売りの

デスクライト

※デスクライトに同梱の

　ネジは使用しないで下さい。

注意

ドライバー

取付時のネジ

別売りの

デスクライト

※デスクライトに同梱の

　ネジは使用しないで下さい。

デスクに同梱のネジ

先が平たい使用する

先が尖っている

デスクライトに同梱のネジ

使用しない

別売りのデスクライトZM-015W
　　　　　　　　　　 取付時のネジ

No.90デスク注意書き①

デスクライトZM-015W①

注意 別売りのデスクライトZM-015W
　　　　　　　　　　 取付時のネジ

この袋に同梱のネジ

先が平たい 先が尖っている

デスクライトに同梱のネジ

この袋に同梱の、先が平たいネジを使用して、

デスクライトを取り付けて下さい。

使用しない使用する

No.90デスク注意書き①

注意
別売りのデスクライトZM-015W
　　　　　　　　　　 取付時のネジ

この袋に同梱のネジ

先が平たい 先が尖っている

デスクライトに同梱のネジ

この袋に同梱の、先が平たいネジを使用して、

デスクライトを取り付けて下さい。

使用しない使用する

ドライバー

取付時のネジ

別売りの

デスクライト

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

注意
No.9000デスクに当ライト

(ZM-015)を取り付ける際には、デ

スク本体付属のネジを使用して下

さい。当ライトにもネジが付属されていますが、

デスクへの取付には使用できません。

１ 分解組立方法

側板

向板

回転金具

No.49デスク①

２ スライド天板について
スライド天板は、前に引き出せる構造になっていますが安全のために

ゆっくりとスライドして下さい。

※スライド天板を引き出した状態でスライド天板を持って運ばないで下さい。

※スライド天板を引き出した状態で上にのらないで下さい。

商品の破損や転倒の原因になりケガをすることがあります。

・移動する際は絶対に右図の

　様に、天板のみを分解して

　運ばないで下さい。

・定期的に点検し、ボルトや

　回転金具がゆるんでいる

　場合は、締め直して下さい。

２ 向板、棚板、脚継ぎ（前）

   脚継ぎ（後)に取り付けてある

   回転金具、14ヶ所を付属の

   六角レンチで、反時計まわりに

   約半回転まわして下さい。

棚板

回転金具
反時計まわりに

約半回転まわす

側板

 注意

組立方法
組立ては、分解の逆の順番

 ３ → ２ → １ で行って下さい。

天板

棚板

この机は、左図の様に

天板・側板（2枚）・棚板の

４点に分解できます。

分解組立説明書

３ 机を、布団等やわらかい物を

　 敷いた床に寝かせ、天板の内側

　 より、＋ドライバーで

　 銀色ボルト４本を外して下さい。
天板

前

銀色ボルト

脚継ぎ（後）脚継ぎ（前）

引出し上

ストッパー

ストッパー

引出し

１ 引出しの上にあるストッパーを

   矢印方向に倒しながら、

   左右の引出しを抜き取って下さい。

分解方法

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

六角レンチ

コンセント

コンセント付属のボルト

コンセント取付穴

コンセント付属のナット

内側の穴を使用

六角レンチ

六角レンチ

コンセント付属のボルト

コンセント

コンセント

コンセント付属のボルト

別売りの8000コンセントを取付する

際には、コンセントに付属している

ナットとボルトを使用し、

コンセントを取付位置に合わせ、

同梱の六角レンチで取り付けて下さい。

コンセント取付穴

コンセント付属のナット

内側の穴を使用

六角レンチ

コンセント

コンセント付属のボルト

コンセント取付穴

コンセント付属のナット

内側の穴を使用

六角レンチ

別売りの8000コンセントを取付する際には、

コンセントを取付位置に埋め込まれた

ナットに合わせ、＋ドライバーにて、

コンセントに同梱してあるボルトで

取り付けて下さい。

コンセント
コンセント付属のボルト

ナット内側の穴を使用

下側にあります 注意

オリジナル17-2②コンセント取付位置

別売りの8000コンセントを取付する

際には、コンセントに付属している

ナットとボルトを使用し、

コンセントを取付位置に合わせ、

同梱の六角レンチで取り付けて下さい。

コンセントは脚元棚の左右中央に

取り付けることができます。

別売りの8000コンセントを取付する

際には、コンセントに付属している

ナットとボルトを使用し、

コンセントを取付位置に合わせ、

同梱の六角レンチで取り付けて下さい。

コンセントは脚元棚の左右中央に

取り付けることができます。

組立説明書

ボルト

組立に使用する部品

…小ネジ（銀色）　　6本

…ボルト短（銀色）　8本

…ボルト長（茶色）　4本

六角レンチ

１本

取手

3個

天板

袖引出し

ボルト（長

）

ボルト（短

）ワッシャ

ー

袖

脚

六角レン

チ

六角レン

チ

取付穴

ボルト穴

取手

ナット

小ネジ（銀色）

引出し

袖を右側に取り付けた状態 袖を左側に取り付けた状態

ワッシャー

8個

組立説明書

天板

コンセント

コンセント付属のナット

コンセント付属のボルト

ナット

引出し付属のボルト

引出し

天板

１ 天板を布団等の柔らかい物を敷いた床に、

 　ナットが埋め込んである面を上にして

　 置いて下さい。

２ 左図の様に、引出しを天板のナットに

　 合わせて引出し付属のボルトを使用し、　

 　　ドライバーにて締めて組み立てて下さい。

コンセントを取付位置に合わせ、天板の

下から付属のボルトを同梱の六角レンチ

にて取り付けて下さい。

（コンセント付属のナットは使用しません。 ）

別売りの8000コンセントは､①又は②の

位置に取り付けることができます。

※裏面もあります

No.71デスク①

完成図

前

袖を右側に取り付ける場合

ボルト（長

）

袖

脚

六角レン

チ

六角レン

チ

取付穴

前

袖を左側に取り付ける場合

ボルト（短

）ワッシャ

ー

ボルト（短）

ワッシャー

六角レンチ

ナット

天板

 注意　時々点検して、ゆるみやガタツキが

　     ある場合は締め直して下さい。

　　　

六角レンチ

コンセント付属のボルト

外側の穴を使用

ナット

袖を右側に取り付ける場合

袖を左側に取り付ける場合

ナット

引出し付属のボルト

引出し

天板

前 前

ボルト（短）

ワッシャー

六角レンチ六角レンチ

ボルト（長）

取付穴

ボルト（短）

ワッシャー

六角レンチ 六角レンチ

ボルト（長）

取付穴

レール

黒いレバー

引出し

紐

レール

紐

紐

小ネジ（銀色）

ボルト穴

取手

ナット

１ 天板高さ変更の方法

No.1100ランドセルラック①

 天板を前にスライドさせながら、

 天板を上に持ち上げて取り外して下さい。
③

 両柱の内面についている棚受けダボは、手で回して取り外して下さい。

 天板を設置する高さに合わせて、棚受けダボを取り付けて下さい。

④

⑤ 天板の取付けは、

３ → ２ → １  の順に、行って下さい。

 天板の高さは４段階変更できます。

３段目

 説明書　天板の高さを変更する際に必要になりますので、保管して下さい。 ※裏面もあります

２ 自由棚の設置説明

 説明書　

53.5cm 60cm 66.5cm 73cm

１段目 ２段目 ４段目

お届け時の状態

 引出しの上にあるストッパーを矢印の方向に

 倒しながら、引出しを抜き取って下さい。

ストッパー

引出し

天板

 天板を取り付けているボルトを、

 同梱の六角レンチで外して下さい。
①

後 六角レンチ
天板

向板

ボルト

向板

 側面のボルトを、左右とも同梱の六角レンチで

 外して下さい。
②

六角レンチ

ボルト

棚受けダボ

自由棚を縦や横に差し込むことによって、

仕切板や棚板として使用することができます。

棚板としてご使用の場合仕切板としてご使用の場合

棚受金具を左右の穴に差し込み、

溝を棚受金具に合わせて

差し込んで下さい。

棚受金具を上下の穴に差し込み、

溝を棚受金具に合わせて

差し込んで下さい。

自由棚

１段目

２段目

３段目

４段目

後

天板
向板

天板を前にスライドさせる 天板を上に持ち上げる

棚受けダボ

溝

自由棚

棚受金具

溝
自由棚

棚受金具

天板

向板

天板

３ 引出しの抜き取り方法

ステップを取り外した状態で

ご使用にならないで下さい。

DSC-6300①

注意

天板を布団等の柔らかい物を敷いた

床に、ナットが埋め込んである面を

上にして置いて下さい。

①

引出しを左右のレールに合わせ、奥まで強く

押し込んで下さい。

⑤

袖の引出しをいっぱいまで手前に

引き、レールの黒いレバーを内側

へ押しながら、 引出しを手前に

引き、抜き取って下さい。

②

引出しに付いている紐を切って下さい。

引出しのボルト穴を取手のナットに合わせ、

小ネジ（銀色）を使用し、　ドライバーで

取り付けて下さい。

④

左図の様に、袖の連結穴を天板の

ナットに合わせボルト（長）を

使用し、六角レンチにて締めて

組み立てて下さい。

脚は金具を天板の取付穴に合わせて

はめ込み、ボルト（短）と

ワッシャーを使用して、六角レンチ

にて締めて組み立てて下さい。

③

１ 組立方法 ２ 別売りの8000コンセントご購入の方へ ３ 別売りの6000引出し（W66）ご購入の方へ

+
+
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